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序

筑後予野の中央部、矢部川中流域北岸に位置する筑後市は、古代より水

稲耕作の適地として開発が進み、また交通の要衝として多くの人々が往来

することにより歴史を刻んできました。

筑後西部第2地区追跡群の発掘調査は、県営担い手育成基盤整備事業に

伴い、平成8年度より福岡県筑後川水系農地開発事務所の委託を受け、実

施されたものであります。

この)支報侍する?if用地区 ・志地区は筑後市の南部に位置し、純文時代カ

ら近世にかけての幅広い時代の遺跡が確認されました。特に志、地区からは、

純文時代早期の石組み炉を始めとする遺構 ・逃物が前jをされ、問H寺期の筑

後市の歴史を語る上で、裏山巡跡と並ぶ重要な手がかりとなるものと考え

られます。

発掘調fたから報f奇書作成に至るまで、福岡県筑後川水系股地開発事務所

の関係者、各関係機関、工事関係者、有識者各位には、多大なご協力とご

援助を民きました。ここに心から感謝・を表する次第であります。

本舎が文化財保護への理解を深める-D}Jとなり、併せて研究資料として

ご活用いただければ幸いです。

平成12年3月 筑後市教育委員会

教育長牟田口 和良



例

1.本占・は、県営4'11い手育成基盤鞍耐事業両部第2地区に作い、福岡県筑後川水系股地1m発事務所の

依頼を受けて、筑後市教育委μ会が'lL成9年度に大手:'，作用 ..t;いおいて~施した地蔵文化財の捌I澗

査報告。である。

2. 本性使用の遺構実測図はノk見秀徳 ・ 立有山二 ・ 江崎賢治・奥村太郎 . Aミ有賀弥がi~11作し、 1;\'朗野

中追跡、志下畑計遺跡調~ 1 次制在地点、志凶野々.iïI:跡、芯前日1遺跡の航空側旦は写i"~エンジニアリ

ング株式会社に委託した。浄曾は立:riが行った。

3. ~性使用の遺物実測凶は立石 ・ 平塚あけみがnilJ作し、浄冴は立石が行った。

4 . 本 ll~使用の写山;は主に氷比 ・ 立行が蝿影した。なお遺跡の何球写真は(有)空中写共企 Ilhjに依刺した。

5.本計使用の標高は海抜高であり、 )j位はG.Nである。

6. ~瞥に掲載した遺構の縮尺は 1 140を越本とする。また遺構のl呼称については jて械をSK、消:状遣

榊をSD、柱穴をSP、不明遺榊をsxと記サ化した。
7.本性に制載した遺物の尺j貨は土鍛品は 113、石製品は 1/2をよt本とする。

8.本件に掲載した地聞は雄投省μII:j也現院民のï{.'<r訟を刊，て、 IIIJ院先行の 2 万 5 千分の l 地形I~I を惚

製したものである。

(Fig. 3 : J7dA.帯;J-予 12九組、第68..!j子)

(Fig.68 :承認骨号平 12)L相、知69~~.) 

(Fig.69 :承蹴帯号予 12九使、前70~J) 

9.本件の執1i、編集は立石が行った。

10.本件に関わる|災|苗1・写真 .jf{物などの資料は、筑後di教育委μ会で保行 ・作用され、今後公IJs. 

前)11される f定である。
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常用野"，遺跡 SK03先制状況(阿から)

PL.4 

志下~M~t遺跡、第]次調先I~ 全対(j二から)

志下婦百十遺跡部l次"周査IR5001.02・03(とから)

PL.5 

志F鮒刑・遺跡部J:次調査院 S0011:局断而(阿から)

志 F婦~I遺跡第 1 次制者区 SD0 1完掘状況(1国から)

PL.6 

志下姉甘|泣跡第1次副jfE!RSD02七附断面(凶から)

忠ド姉青|池跡部1.次嗣究区 SD02完掘状況(凶から)

PL. 7 

It:下姉~I'遺跡第 l 次(J，\J在ば SD03J二J~1断面(凶から)

志下財官1・遺跡m1次調査区 S003i己倒状況(i河から)

ドL.8

志下州首「遺跡郁1次嗣査灰

S005 ・ 06完~M!状況 (.1じから)

志下財計m跡部 l次調査区
SD07・SK08完掘状況 uじから)

PL. 9 

志ド両16十遺跡第l次制f区 SD09完抽!状況(北から)

志下島1I計遺跡節 1.次調査院 SDlO完掘状況(阿から)

PL.IO 

志下掛計遺跡部]次調査区山上遺物

PL.11 

志下鮒計遺跡第2次調査区全長・(Jt[から)

志ド婦問遺跡部 2次酬査区周辺採~遺物

PL. L2 

志西野々遺跡全対(上から)

志凶野々遺跡全拭(東から)

志西野々 遺跡西側捌j1f区全品(上から)

Pし.13

志西野々 遺跡SDOl土肘断面 uじから)

志西野々遺跡SD01完網状況(北から)

PL.H 

忠岡野々 遺跡]↓!側嗣査区全長(とから)

志西野々 遺跡縄文.iit物包含層(上から)

PL.15 

志西野々遺跡S0005!・層断面 (~じか ら)

志阿野々遺跡SD007上層断面i(~ヒか ら)

PL.16 

志阿野々遺跡SE006完掘状況(~じから)

志i!Y野々 遺跡SK009完掘状況(北から)

PL.17 

忠岡山f々遺跡Illt遺物(1 ) 

Pし.18

志西野々遺跡I!¥上遺物(2 ) 

PL. L9 

志西野々 遺跡/1¥土地物(3 ) 

Pし.20

志西野々遺跡HJ，・i二遺物(4 ) 

PL.21 

ぷ阿野々遺跡I~土地物(5 ) 

PL.22 

ぷ阿9!f々 遺跡H.¥上遺物(6) 

PL.23 

ぶ阿野々遺跡出 1:遺物(7 ) 

PL.24 

芯IIIJ問遺跡SDOI上層断耐i(市から)

志1前川遺跡 l~j'炉 (SKI04 ) 石材投入状況(1判から)

PL.25 

志lYlIfH遺跡lサ炉 (SKI04)完掴状況(南*から)

芯liiJ回遺跡2号炉 (SK205)完倒状況(市から)

PL.26 

志前田遺跡出上遺物

PL.27 

志前田遺跡i号炉取り|ごげ作巣ιR況①
志前日|遺跡 1J'_;'炉取り上げ作業状況②

PL.28 

志、前出遺跡1~}炉取り仁げ作業状況③

志ljir田辿跡l号カi取り上げ作業状況@

PL.29 

志前田遺跡l号炉取り上げ作環状削⑤

志前同遺跡H}炉取り上げ作業状況@



第1章 はじめに

l 凋査にモる経過

筑後111"の市阿部は矢部川により形成されたほ位段任と I ~術干野がlよがり、品業を rl l心としたþ~;震が

1:\' まれている。この地域は稲、~を中心としたこち作が行われる執行地借であるが、近年の品業榊造

の主化に作い雌柴ハウス技府が導入され、品業経併の多織化が進んでいる。しかし、この地域材布の

川排水庇川のクリークが述kするために、 Ilmj))]の地 fA<i立が，¥可〈排水不良なことに加え、道路も狭小

かつ点整備なため、農業機械の導入が刷脱な状況であった。

これに対し、段業の近代化、合理化による股業所仰のJ?)大を H的として、 ~M:\'fllい fTfJoc)j~離鞍備

'Jf.~長筑後両官IS t!\ 2 地~il十例'jが、制岡県筑後川水系肱地開発JJ~務所(以後 f 'lリとする)により行われ

ることとなった。 jJ ~業は・jlJ北 6 {ド度に全体，l l・|叫が実施され、平成 7 1fJ交にllM:1・ )J~~ として保択された。

'Jflは筑後市大'ι1i¥'J日 (71.11の・部と9L区)、 il¥1斗 (71:1;(の・郎と 8・11[1)()、，ι(11' 12仁

|正と 13て区の-部)、出向(I3J:ぱの刊))I LI P'H~I i刊向町大寸:本郷(1 -6・14LIベ)におよび、総

出揃157haのmiUJを対象に行われることとなった。

平成7年、 r'11 J より筑後 dï教Tf~.Q会社会教汗諜社会教育係(JJ!文化係、以後「乙」とする)に

対し、四l成文化財に関する"1nl1があり、「乙」は女の収他後となる・ドJ北811・6) jより‘F成8"V J;支JH業
対象地域 (7IJ'{) において、 Ir..む を件ず1~1j}"jZを受ける部分に対しz式品1I附任をHった。その*，1，地、体

1:.時代をq1心とする遺跡の存在が確i認された。この結果を受け、 f'lリ「乙JI両j.fi'は協議を行い、[-1').、

II 位を嗣較した後発掘~，I，J1Eを行うこととなった。この間も試掘i州11:は引きあ'じさ行われた。 訓査は'Iií'm

H旧行追跡卸2次刷査のj血れから、'p:J戊9年5J-Jに終 fした。

‘jZJ此911三4)J、r1flJより「乙」に付し、'r:1此911ミ}交付象地域 (8-l3 LI尽く)に対する1'lt/越え・化財

に閲する巾耐が行われた。「ムJは道路&び削ギを受ける部分に).j'L ，，st1制可能なj也市:から随時これを

行った。その車内栄、 ilX山地11においては弥生時代を中心とする遺跡、を、そのほかの地点については中

111:から近11上にかけての遺跡のイ手伝を舶ri.l1!.した。この結果を受け両日・は|品l議を行い、 1M開訓慌を%施す

ることとなった。途中、i1tよいじ行伏遺跡 ・i作品Jmヶ町遺跡の調査の迎れに{料、円程を再度協議し、平

成10年4月、 i品HtEを終了した。 'flJ此10イド4月、「巾Jより「乙JにNL、10年度事業対象地域に関

する }'1[/域文化j貯の問い什わせがなされた。 )JJ~の対象地域は筑後di大't'*IH で、 1 5工医として新たに

間坊戦側、J~業に加わった地域である。これに対し 「乙」は式掴訓殺を行い、効:生時代を Iド心とするも

のと、 rll世から近Iltを1:11心とする遺跡のイFイEを硝秘した。この航来を受け両{j'は協Aを行い、 11:むを

!日ず1~1j平を受ける部分について発掘1~~J1tを行った。副作は平成1 01ド11刀 に終 f した。



Fig.l 筑後西部第2地区遺跡群調査地点位置図 1 (5=1/6.000) 
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※国中の数字l孟後中の司書号に対応する.

Fig.2 筑後西部第2地区遺跡群調査地点位置iヌI(S= 1/6.000) 

Tab.1 西部第2地区遺跡群調査地点一覧表
量1111高町}

司量苛 世地l1.'， 綱量制問 iI 情 a 晦

A"孟 ~， r， )1-.1996'1' 111 ill 咽 ぜ/~ 品"士宮署(1量鮒l
A-Z I正 ピ y

sl{ l 駁穴式CI.I，~ 開膚.u..allt 土嶋ぜ >I 鋤:生上2)(1量制}
Cl-< 1.. ' ヒ聞器陶磁路

D~ 冒'穴 t!I '11 担唱。鼻~k.a"，. L竃 ピョ E 弥生二醤川'IUI./量制・小GI白3盲曹草間ー中制l
1996'f， Z 11 j膚 ピト 1'1・量 陣 ?吉晴隅隅1

'ft宜 '!i. 

' 亀向;~j ..IUI. a 割陣 a 噛

.査 1996' 11 
rmu ;次' 199Ii' ，011-19例年1211 唱9六 ĈF制 L暗ピd ト 唱F理110集中
町聞はt t;高I111.2，事h 聞を 時崎4‘tJl 帽 ピ yト 唱J.Jil作書官中

rm 回走 1996' 1211 1997年 3月 4・ピト 重l'll"'.申
tm l蹄 l E周司E 1997' 11 1997写 5}'l 際岬円暗中 宮町作車中

芋画 it-II: F地 覧

書 蝿 Lt，~~ '食制1開 i量 m 1II 鞠

6 ~ .， I (i. 1991 ~'i ，-)-a9P7勾 61l t帽 ピ，ト ，...1 
7 :h伏i 1997' '7 11 -1997'1' 9月 !;，¥:A.Ul，ot 施.'r性週初珊..棒'l't，UlltlUll 後期l

1997' i 9>>'司 1991.10珂 1・帽 ピ J ト 後期ー軒1: 健肱 W ' 
~U -相2次回量 19971 ¥10， 1帽 ‘4 ーUil占噴初期!19971 ;1011 -1悶7年 111 .. 飽閉ー時.. 陣 UI凸空貴賓里f

1997ft'~ t帽
鴻嘗 ピァト t'T 

1-1997可 III 主".，，， ピ，ト

'内渇跡

1，置酔 l崎
16 l峰 1997'1' 12H 帽 ピ争 河期1.l'同胞【中I捻-i!t世

-1998'1' 3J1 相官t測を以外 り石組みかa ;・0・問介圃骨以外 'I 

18 ト~ 次調査 1-1997'1' 12)1 縄 ピソト

ト構 次同牽

ー帽 ピ/~ 

" li時脇.a事-陣-すZ亥4面関全否 ， H lB田s8j 
-1田'8i1:Z Il 咽 ぜト p理豊作寝中

ピョ， " 置唐修司1t<1・

-1998写 JI 祖，

-1偶~'f"l 月 !'，. 聾再開直中

1.... }咽ピνト 曹司作車中

ピ争 !fJilf'乍司Ilrf'

キtLo年E -地A
I骨 間11'剛11

1収ttlll鞠 膚温1鯛 ピ 情ト弥'lIb:
'11 令句

1.火筒資 199: 
F97』』li 
1991 911 盤Jll!f'\.~'I'L

l次飼11: 199: 19~1 10月 ト ドド

• 199: 9 )1-1開;牢10Jl ト 陶磁包《聾岬f寝中l
軍 F冊 Z羽岡軍E I~ 1011 -1991 年lJlI .，・l'I! I ，. i犠中l

.a: ー!IIZ;X圃萱 1~ 111 1長 町帽 を~ ~ ，. l'P 
主 ' h陣 3次回量 19'ottll 1211 !I曹 間'
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2 調査体制

各年度の調査組織の体(IJIJは、以下のとおりである。

{平成8年度〉

調査主体

教育長

教育部民

社会教育課長

社会教育係民

嗣1Nin助

制作作業

整理干fliWJn

鞍理作業

削.ff..整理I!作業|品}J

('Il成9年度〉

捌1f.主体

故:Yr長
赦-(f部氏

社会教育tJ員長

社会教育係民

嘱託

制ゴtt作業

整瑚補助μ

幣忠作業

捌査・整理作業協)J

〈平成10年度〉

澗査主体

教Tf11: 
教育部長

社会教育課民

文化係長

制，Je

調査作業

筑後市教行委員会

森田基之

i4i留忠義

山口逸日I~

本村正附

/kS~ 舟徳 小林 !f}作 田中間1I 柴川剛 (I属託)

野山洋子

地元イTぶ

平塚あけみ

江藤玲子 時|削LI~4'f了・ 馬場数千

換まど呑

江崎貴浩 奥村太郎 末fi :CN本 (硯川崎町教fr長日会)

筑後市教ff香民会

森Ii1 t.~之

す11抑止14を

1111-' ~L!I~ 

HJ中i#jiJ

氷見秀徳 小林男作 川lド剛 k村英上 (6月-)

柴Hi 同リ ヒ村英上 (5月) 立:?i此;...:(8月-)
地元布，J，-::

平塚あけみ

江Jt出玲チ 野間口町"f- 馬場救下 棲まど呑
江崎町if7 奥村太郎 末有J'f弥(硯 川崎H汀教育委員会)

筑後rli教育香日会

森田基之

r4t留忠義

山口逸郎

田中 m:iu 
氷見秀1.'&. 小林男作 田中剛 上村英土

柴田 同リ 立石兵二

地元有志
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整理補助!! 平塚あけみ 江li~ *' r. 
整周作業 野fl no.fr: 野UJJII ~lll r 馬場粒子 i品川 琴克
調査 ・整周作業補助奥村太郎 ボ占 ~t~~i WL 川崎町教ff~U会)

〈平成11年度〉

.vHfJ:体

教育民

教rr部長
社会教育課民

文化係民

I~託

整問補助!~

鞍理作業;

筑後市教育長n会
*川II An良
下川 明日目

庄村 |伺.&

111rll 僚

J)(凡秀徳 小林9)作 仁村英上

柴川 問IJ 立石以二(7刀ー)

'jLl製あけみ

野11 IIn杏 野IHJ1 1 的'(子 馬場牧子 助川琴~

剤耐 ~l闘改晶に仰い. 11 f<ft宵百かr，文化保へとo!tf¥・a

なお、今凶械告の遺跡の耐査に|怒し、相岡県筑後川水系l品j也開発'H務所、各 r事|制係業-(>j'より多大
なご協)J:を l買いた。 また、下記のJi々からは調査 ・ 戦.Pll作業に附 してご教示、ご指~f1，を脳わった。記

して謝意を点したい(順不問、敬称時)。

本下 修 (悩|湖県教育安n会)、小山 手11平IJ(制附県教育Irl$1筑後教'(j')J~務所) 、櫛川 J島市 (稲岡

県立九州版山資料館学芸二耕民)、 阿他 .QIS(九州大学文学部助下)、1河川 紘一(熊本dJ立熊本I!.~

物館副館民)、1;¥;I( ib(樹、神保公久 (久WJ;松市教'(f委u会)、大坂 必的 (A9:.IH教lftf?U会)、
永田寧 (也北町教'(j安員会)、 坂本映子 (三瀦町教育委以会)、杉内郷、荻村判二(筑秘町教

育委品会)、松?tIi宇哲 (附Jt- P町教'(ì~日会) 、本 Jf 此弥 (川崎町教'(ì受u会) 、赤村教育委!~会

蝉 f筑後州ftß~2地1-<>R跡~ (f)J町制iur..分"'，凶'iW血:人漏れの温跡が:1鳩'.'¥IJ'::錨u!された.・の鳴を111'りて1II'I1¥j'るととも1;、1'1"1の1，向でRIIl~と F せて
別予たい.

1~ 'f't~J 

m中蹴情

111中陳情

'1111 1¥_・小林鳴門

水.11. l与飽

f-l-.地1-<決勝J

『綱高地lUl跡IIT(II)J 

『筑後阿部1112 地l~ tI跡ßHI )J

r!A.1を内部自1'12地μa跡附(U)J 

綱高町ft宵~開会 ~I.III 1007 

欄舟町供宵t<o岡公 明陣15世 W~~ 

fA:1生，11'量宵奇闘4寺 院21悔 1999 

M.ft ，IIM'~割合鰯26娘 2似lO
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第2章位置と環境

] l' 1然原境

h f't 
筑後dìは制|品J~，tのl有阿部、筑後半日!f'の'"心部に悦也し、北は久制米 l打、 三前HIF宅梢町、点に八女di、

八!J:.BIIJl;川PIJ、If[jに i瀦j部大木町、問に山|ド11引1
dみ与の今

地形的にはおおよそ 3地域に大別される。北部(;1耳納山地より派生した八k丘陵が!u刊に述なって

おり、そのI村側を前i-Il丘陵が併心する。このJ¥!J:.丘陵を批頂点として起伏にi:iんだ丘陵地怖が広がっ

ている rliの，n郎には叫ド節 3位の矢部川がl川流する。 rlìのJU部はこの矢部川により形成された，ij~状地・

flHl:f主任が、阿部には探応5m前後の そ角州状(山岳地が広がり、後行にはクリークか先述していた。

う副長は内|治件.で、立と冬の京l唆の;r~は大きく、|咋水 l，t も不安定である 。 このためリjl付を流れる MJII

には多くの川木路が接続する 。 しかしながら、叶地は米と走のこも作が椛んな般fì地I~i~.であり、い fJ:

のi加も行われている。また、近年ではふ築のハウス栽栴も椛んである。

|川書1I節2!血I.x.ill跡群は、眼目':i15-5 mの凶状地 ・ 低似段 l王から てそ f(J州状i)U~llJ血に変わる地域にまた

がっている。ょた、占代よりわ，'i:< 1m終により、 fY:かな川闘がJl~がる地域でもある。

2 ff，~~環境

JA後阿部第2地l又遺跡鮮の品J.illには、 i!，くから人々の生活の痕跡をかいま比ることができる。

矢rrlSJ11北j;2のJ¥J，crljから筑後lIi点布告にかけてのhJ:I状地には、純文時代中IVJの-!lfl明文ヒ出 (主にrj1.Jm

後半)や川時代のものと胤われるイ7組み炉、品し穴なとが多数比つかっている (Fig.68・69)。筑後

iln人jでは、円遺跡群の北側に似置する 1:北山の克山追跡のイ何Eが早くから知られていたが、近年の相次

く判例制II'J~業に作い、 :円遺跡q作の1!?j血l付筑後比四日j血I.{遺跡i作からも、 r'IJ II，~: J聞のものと胤われる
j針;~、遺物が発凡されている 。

制丈H主代liiJJUJから後mJにかけてのIYHilliな遺跡、は、 IJl時点では舶:認されていない。しかしながら、筑
11う丹

後リfの'"央市11に佐世する良l崎J'}j川追跡、からは、 ~!f'l 1タイプおよび円畑式ヒ協の破)'..が研iirltされている。

また、これまでにも 111内各地で純文時代のイï?~が時i認されており、今後の資料のさらなる別加が期待

される

純文時代l挽J~J以降、 rlî内の遺跡は IÏJの I+I帝11を小心として噌加する傾向jにある 。 純文|馳JUJから弥生前
み明「 た で LI

J!IJにかけては常月j遺跡i伴、中 J~Jには水川遺跡IIY・ 、 I'î山筏~j遺跡、成数森ノ本辿跡 ( 内庁'tll~代まで民l?iJ
でA..J，;勺

する集落.ìït跡)、後朋には';~.川梅山ili跡や川刊Il;世跡 (rl{J貫時代にまで民間する集部遺跡)、鶴凹泣跡群、

終点JUJには狐塚遺跡などを比ることがで与る の 11[jt1S第 2 遺跡群の北阿部には前j症の'/~'・川遺跡俳の・部

と ;}<. Ifl辿跡群が、 l軒凶部には後JVJから終本JUJ にかけての作品遺跡m~が存イ正する。

l'il1't時代になると、ニの地域のII¥Jj1!である筑紫n・のー肢の活動に伴い、彼サの拠ilt:城である八丈占
地1咋や、Jj11主の遺跡が、八k丘陵をrl'心として脱IJI1する。rl1内の政当する遺跡、としては、崎教科ノ木遺

跡、111側近跡、欠jま-r'i明、瑞王寺山崎(j円減)呼がある。
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(lI<Rt lI'i 1)・ 'Jf.12九州、!l¥6IH)')

l 山鳥l'~Jlfj. 正 問的JI，. :1 '1.lth久i南a跡 .1 l ~t~~久"'Jlr~ ~ !1I)il.oliJIt，ft跡

6 下」ヒJ~陶~I.A跡 7 j~~j liI降 8 !l崎正，11跡 9 上~t風化畑a跡 10 1 Jtl¥.m".，. 

11 1 It鋤 I!~温跡 It ~jr地It州.'，.跡 I:j *In lll~ )脇岨跡 11水mlT吹1ft!. 15 ".111ト悩町，.，.

lti *mf J瓦唱跡 17 "'-lIlIlltA.JI跡 18 ( L~北島) 1l11t1A作 19防1II"l1hll跡 ~O ..mi骨ftil跡

21 飾III*-"tj!，.跡 22 flrl'kJt..a跡 21 "111~叫倒.a齢 21 "111附111，11跡 ~5 筒fII・1:.i~~M齢

26 衛調IllIli(JI跡 '!.7 断iltAA.，.r;. 211 ..111他1ll.A跡 ~'!I 鱒IDJ..;r帽JI鯨 相 舗111前~u.'"

31 久容野九，.，事 1~ 久恵即) ~.貴裕 13 随111r，t，.t， iI. 川崎lTI'I'，frノIl!M跡 :15 "lIlllr I r~iI跡
36 (需1IJ1梅島a偽 37 常11111ンキm，J跡 訓 *m下hドS{i"'''' 3!I *m 14'.1;11'. 10 '*<1f11;t:tl・a跡
41 常mnm!r.a跡 42常111(~t) 提U1>.... ~ 1 市111:.苧ハ.ft. H 常IIIlII鯛a跡 4S常111ft令'''11跡

州市縄問働1_"'''' ~7 常JIl痢慣I軍，(1事 柑 ，1尚北.(.t人.tr* 49 I事局Dh町，.跡 511 t:検ノ1叫，.跡
51 1.，八九問遺体 51 ιJhthU晶 S~ ι11輔自I，ft跡 ~1 1(¥島Hf拠..ft. 鴨 川向曜帽.tdlV:奇

511 ItlQ附rrldI跡 57 .1.. F栂UJI跡 5H 市111野中崎跡 5!I .~.内日1111跡 副} ι・内野々iII，*

fll :.!..n~川渇跡 ，l~ .UIÜ~.tA跡 州 ， ~ tdJt世間，.，. 61 ， 1'正~ d!lIII; JI跡

Fig，3 筑後凶行Ism2 J也ぼ遺跡昨j品j且の追跡分布凶 (s=1/25，000) 
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古代においては、市の中央部を縦断するような形で古代西海道が存在する(調査地点は北より山ノ

井川口遺跡、鶴田木屋ノ角遺跡、鶴田中市ノ塚遺跡がある)。また、それに伴うと考えられる施設や

集落遺跡が市の中央部において確認されている(羽犬塚中道遺跡などんまた、古代から中世にかけ

ては水田庄、広川庄に伴うと見られる居館的遺構が存在する。近世に入るとそれまでに街道沿いに発

達していた宿場町や有力寺社の下に発達していた在郷町等が整備された。当遺跡群の東側に位置する

尾島集落は街道沿いの宿場町として、北側に位置する水田集落は中世の水凹荘 を中心として

栄えてきた在郷町である。また、これまでの街道を整備して、薩摩街道(坊ノ津街道とも)が開かれ

た。しかしながら、当遺跡群内においては古代以降の遺構の数は急速に滅少し、中 ・近世ごろの水路

が確認されるにすぎない状況である。

{参考文獄l

Ef崎光 f4尾山遺跡 調査慨報J 1966 筑後市微育委員会

小問 7官士雄 f.~車追跡j 1970 筑後市数育委員会

111主fiia人 fl竃王寺古漬j 筑後市文化財調査総省ー膏 第31島 l宮84 筑後市教背後興会

11I>f 8{l人 fm偽海路j 筑後市文化財明宏報告嘗第5J島 19$7 筑後市教育司書員会

佐々本隊fJ.飽 『減数遺跡群 (~I 本i!1事)J 筑後前文化財縄査報告嘗 第6集 1990 筑後市教育委興会

"'-見秀!t f梅島遺跡j 1992 筑後市教育委飼会

能ll1 a.他 f火1反省f.tlJ 筑後術文化財繍奪報告1'f 第8集 I宮93 虫色後市教育~員会

筑後市紋宵4島民会・姻 f筑後事拠地鼠遺跡{fl(TlJ 筑後市文化財調査報告書E 術11鍵 1994 筑後布教育受闘会

筑後市教育司書闘会・事量 『筑後東部地c><:遺品事群 {日)J 統技術文化財繍査報告・ 切12集 1995 筑後市教育袋興会

筑後市世:11さん祭典会編 f筑後i1i史j 1998 $1.後司I史編さん袋員会

小林持作 fらくご泡跡だよりJ Vol.4 1998 筑後布教育委興会

115 )¥ニ・小林勤作 r~武俊樹総第 2地区遺跡群(l)J :ll¥J富市文化財調査報告. 第21集 1999 $t後市紋背望書t司会

小体 !IH掌 f長崎坊回;!務j 筑後市文化財閥策報告. ，匹23集 1999 筑後市教育餐興会

小体嶋作 fちくご遺跡だよりJ VOI.IO 1999 lA:俊市紋W袋員会

永)t 秀徳 『ち〈ご遺跡だよ町J Vol. II 1999 筑後市教育毛員会

築関剛 Iちくご遭'*だよりj Vol 12 1999 筑後市教育安員会

上村英土 fち〈ご遺跡だよりJ Vol.13 1999 筑後市政背l:i'貝会

小林 II作 Iち〈ごJ!!，*だよりJ V(，1.14 199事筑後市紋背後貝会

Adl.秀rf. 『らくご遺跡だよりJ Vol 15 1999 筑後1布教背委閥会

Adl. 秀富島 『筑後t証書事~2地区遺跡~ (U)J 筑後ilj主化財劇祭報告・ ~26集 20∞筑後市紋1(祭典会
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第3章遺構と遺物
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第1節 常用野中遺跡の調査
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ドig.'t 常川町'1 1地跡1t'，l辺地)I~ I火I (S -I /2，500) 

it.J世概梨

ril¥o川崎rjl遮跡は、筑後rli大'J:常川宇野rllに位jjIけ るの1}混同事)B ll1の ff日立段任ヒに位ì;'，~し、制作所Iは

水!日 ・必畑などの耕作地であった。調査は節8り・文机排水怖の也設にともない掘削を受ける郎分につ

いて行われた。Wt¥J作対象I(JiRiは180m1である。t制作はは じめ、 jf(機による.lri榊而の冊.，ほから行い、火

土除去後、暗尚色 1:を10cmほど州り下げたところでこれを概認したo w.HtJ~JIIIJは 1997 イ1~12 J)1 LI-阿部

Uで、，志 F姉i!l・遺跡第]功、;訓合と併せて行われた。
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遺構と遺物

il;;'用野中;遺跡では、小

劇の柿円形 1:城 3i&と

ピット琳を確認した。士

城群およびピット昨のイ1

り織には胤則性は凡られ

ず、樹立柱.ill物などのlIIfi

認には烹らなかった。

2 

X-20480 

SKOl (ドig.6)

明査院の"1央よりやや
南側に位配する柿円形の

t械である。:艮，1秘1.20m、

組収hO.62m、深さO.12m、

主軸の傾きはN-88・-wを
測る。地J:は地111上の刷

部よ(2 }I凶)と 白然、既没

t (J 1¥'りからIi見る。

この泊:flltからの遺物の

X-20470 

出上はなかった。

SK02 (Fig. 6) 

調査院のほぼ中央に位

置する附九段)j形の上械

で、民軸J.37m、組)Iilh

0.8] m、深さO.20m。主

軸の傾きは.'1-55・-wをilllJ
る。J1I1ヒは向然矧没土(2、

311凶)とその後の捌込み

に伴うもの (1 1百)

10m 。

x・20460

X=20450 

とに

大別できるが、この上峨

の再利用を目的としたも

のか、 別の遺構が存在す

るのかは不明である。

白
N
由
也
守

I
A
H
〉

omg寸
1
H〉

SK03 (Fig. 6) 常刷野中遺跡全体図 (S=1/200)
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SK02 

し 」

5K03 

」 」 」 」

o 1m 
‘ 白 、・ー 一一一一一一ー一一一-1

8.4m 8.4m 8.4m 

í?'/~伽ニア;Bm 汐後初~þj'ððßグφ; am ぅゅうちV7.O'/ds局防m炉

8.4m 8.4m 8.4m - 3 2 

%の勿~与"よ込 1 __.;ζ.:.//'hク
〆〆yノろクわう')1'//，1;ヲワシγy〆戸γンγ'..マ"， "////〆"... -. 

7.8m 亨吻房万玩脇~.8rr 7.8m 

SKOl SK02 SKOS 

1 I~~島色

2 lId色l

1 1.員色t

前 1'('!十

l 司リー7色L

Z 附4リプ色1

3 1:1<色 l

4 iリ-/色上 。11画より1m

賞色1.1}i色'irl!骨川

l'ig. 6 SKOl' SK02・SK03(S=1/40) 

制査|正の北側に位置する|判丸方形の上城で、u:軸1.27m、縦軸0.67m、深さO.29m。主軸の傾きは

N-58"-Wを測る。t.!I!上状況からは別の土械が切り合っているように見える(1肘)が、検出|時点では

これを確認できなかった。

この遺構からの遺物の出土はなかった。

3 小品it

今回の嗣査では遺物の出七が無く、遺跡の年代を決定づけるまでには主らなかった。また遺跡の性

格についても、今回の削先がトレンチ状の調査であり、まとまった面を調査できなかったこと、そし

て周辺泊'跡についても同様の澗査状況であり、 比較対象としうる状況ではないことから、結論を導き

出すまでには歪らなかった。今後、周辺でのW:Jjit例の増加が待たれるところである。

戸
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しむらしもふけ

第2節 志下婦計遺跡第 1次地区の調査

~下傷者f温r;
第2次調査区

川 =宇=

「~っとl
l"/l，¥吋

Fig.7 宏、下婦計遺跡第l次調査区周辺地形図 (s=1/2.500) 

1 調査概要

志下婦計遺跡第1次調査区は、筑後市大字常用字福市から大字志字下婦計に所在する。標高約8m

の低位段丘上に位置し、調査前は水田 ・麦畑などの耕作地であった。調査は第7号支線排水路の建設

に伴い掘削の及ぶ地区について行われた。調査対象面積は約540m2である。調査は闘場整備事業によ

かたtがすでに取り除かれていたため、表土直下前(暗褐色土)から遺構面を確認することから始め

られた。遺構簡はこの暗褐色土を約30cmほど撫り下げたところで確認された。調査期間は1997年12月

1日~同26日で、常用野中遺跡の調査と平行して行われた。
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宏、下婦計遺跡第1次調査区全体図 (S=1/200)
Fig-8 
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\~I柑lの 7 輔 t l，il 'lIfj 
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2 i立榊と辿物

才、ド~~3 1 遺跡地跡的 l 次1~~j1!é 1べでは、 8 条の榊と多数のピットが舵認された。 柵はあまり深 くなく 、

調査前の畔や水路とほぼjr:ij位lnで(lff;認されたものが多し~ピッ ト鮮からのill物の徳元はできなかった。

SD01(ドig.9)

11I1l :fclメ.の北側に位置する構で、 SD02 に、Iりとしている ω SDO I は検11\ 山で I二1~IrIO.28m 、 ド1ド1110.げm、

深さO.09 -O. 17 m" J底而はおおむね 'I~J!!で、断 r(ÏJは迎rì形状、ほ 11 *1'句 )iÎlJ]に止る榊である 。 IJ~1t I.x:

噌l聞の 1'.附似寝から、 SD()I-O:iの→jillのi:/lr.I立、 ItJ側に似i町するものほと九台いものであるこ とが舵，&，

されている。

ιのhfltからは、 ill物のtIIl.はなかった。

SD02(Fig.9) 

調査|ぷの北側に杭位するiiY"で、SDOlとSD03に快まれる形で車両)jlhJにAよっている《 検11¥I(JIでの 1:

中IJO.58-0. 93m、 |、制0.47-0 . 56111 、深さ約0.15m 。 断的iは肌状をしており、 1'4側の)iがiJ~<傾斜する。

このj世憎からの遺物の/11:1:はなかった。

S1)03 (ドig.9)

凋1!e1ぷの北側に位慨する榊で、 $002の南側に、!u阿)jin]に'1i.，j2するj杉で位tnする，検1Jltl(llでの 1:
制約1.17m、 卜何事'jO.60m、深さ0.35rn。断而は 1-.))へ大きく広がるU'{:状をしており、 1

'
刊IIJのほう

が悦く傾斜する。 u刊の制妓から、 II~ (l~llnl は持11 り 1(( しが行われたものと 47・えられる 。

このili榔からの造物の11'"1'.はなかった。

51)05 (Fig・10)

JI~ft lえの点端 l二位

17(.する榊で、 SD06

~.: 切られていゐ。 rぷi

1t1X:の附に{屯lnする 、

ニとから、その・問1

のみの伸認となった。¥<0 
ほほ1十j北Ji向に点る。

この遺構からの遺

物の出 lはなかった。 S006 

L 
S006 (Fig. 10) 

rvlD1'tl1.の点端iに{、z νJ .... 
間する榔で、 S005 ， 

/ 

を切っている。椴出

面で上師約0.280'1、

下叫が~0 .1 3m 、 i菜さ

S005 

日1105

I Iリーγ色砂質.1
2 }t，¥色体質l

¥ 
3 峨 tI}ーブ色i

、

¥ 
、‘ 8006 

。 1m 
ト-yー『ー『ー噌ー一噌 一-4

Fig.10 SD05・06(S= 1/40) 
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Pig.11 SD07 (S= 1/40) 

て逼シグ

市

Fig.12 SD07出 h遺物 (S=J/3)

a
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内

L

。 10cm 



約0.13m。東北からl村西万向に走り、 l氏而も

同織のH向に傾斜する。段面形は級やかなU

字状を呈している。

この遺構からの遺物の出土はなかった。

SD07 (Fig .11) 

i倒査区米側に位置する i1I~で、 SK08を切る。

検出面での上幅約1.72-2.IOm、下幅約0.50

-O.70m、i架さ約0.60-0.35mQ IY~側へ織や

かに傾斜し、主)前hはほぼ南北}j向をとる。土

居の観察から、舵低2回の掘り出しが旬、定さ

れる。

出 l二遺物には陶般砕片と下駄がある

(Fig.12)o 1は浅い椀で、内阿には明i'f色

で扇を、外面にはi府w色で柿の木などを衣現
している。2は地下回から出上した碗の破片

で、内面には2条の線を、 外商には樹木と忠

われる凶柄が捕かれている。3は木製の辿歯

の下駄である。

SD07は、 SK08の遺物の'11に近代の遺物が

比られることから、近代以降のものと判断した。

SD09 (Fig .13) 

調:1f.区州制IJより検出された浅く細い構で、

南端をS010に切られている。検11¥面で |ょ帆

約0.20-0.30m、下制約0.10-0.20m、深さ

約0.10-0.201110J↓〈北~から西南西の向きに

走っている。成聞の傾きは残高部分がわずか

なため判断できない。

出 ヒ遺物には陶器の底部破片が出 ヒした

(Pig.14)。内刈は底部よりが)3 cmの高さま

で施利iし、 外商は反対に成部から 3Cmの高さ

の所で~Ih~臨が跡絶えている。 また、 l民l耐には

煤のイ.J'活が認められる。小破片のため、 時期

の特定に至るものではない。

SDIO (F'i~ .1 5) 

調査区東側から検出された幅広く浅い構で、

米側でS009を切っている。 検出面での上制

約1.70m、下幅約1.30m、i架さ約0.15m。西
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回画面』困

1π1 

ご物γ方均ア;lE 国IlIU

1 IVj串色1

1 術情色軌IHI胤111】

fig.15 $010 (S= 1/100・1/40)

月
刀
d
J

「
¥ 2 o 5cm 

s.戸ー宇一ー- 一ーー←--<

Fig.16 SK08/1¥ t..i世物 (S=1/3) 

北IJljから*件J!.+fへ点るが、底l師の何iきは不明である。

この掛からの11'1t遺物はなかった。

SK08 (ドig.Il) 

訓1e灰東側で確認されたJ:城で、大部分をSb07に切られている。そのため干|雨プランや成田iまで

の深さなどは不明である。

地'物としては陶1磁器、 t1j-磁)'1'、Jぬもきの |二特などがある (Fig.16)0 Iはプリント柄の渇飲、 2Iま

}陵地の碗で、いずれも磁器である。これらのものは近代以降の所産であると判断した。

その他

今回の削任区の周辺では陶磁器、~永j畠買などが保~さ

れた。陶磁探は小片で、I刻化しうるものではないが、 H寺代

を遡るようなものではない。}':!.永通貨 (ドig.17)は、文IIri

の術みも激しく、かろうじてそれと認加できるものである。

20m 

Fiμ.17 究氷通商1iii~ (S=1I1) 
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3 IJ、制

ノト川のIvlHtいよ って怖認されたillf-は、それぞれ北 (Sυ01-03)、J.U(SD05 -(7)、阿 (SD09・10)

の 3つにグループ分けができる。このう丸、北と点のグループについてはi訟近まで仙川されていた111・l'

や;J<.l!'1'tにはほ平行しているニとが硝l問、できる(ドig.83SJ!日)0 .::.れらのうち胤棋の小さいものについ

てはL附削指では191らかにしえなかったが、水111脇の小水路であったIIJ能性がある。

また、 j立物はS007、SK08からしか雌l出できなかったi これらの大、1:'が近代以降の所砲である。こ

れは今1"1の1t111場鞍11HJ事業が行われる!日!の l:地1;(Illij 1J'なされた年代をぷす手がかりになりうるかもしれ

ない。今後ζの地域における資料の増加にJUJ併しんい。

-27-
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第2地区の調査志下婦計遺跡第3節

軸
瞬
温
曙図

H
m
 

l
l世
相

円
M
H
H
U
l

門
H
1ず ~III，，~/~

，ιF附針.ifi跡部 2次耐査|まU，Jill地形図 (S=I/2.500)
11 

Fig.18 

調ィtt概!起

.-~; f' ~冊酎遺跡第 2 次i倒査区は、筑後 "i大';:志rj': ド指It許1・に所化し、志集落のすぐ阿側に1ÎLin している 。

械I内約9mの低位段丘仁にあり、制1'f.liirは水旧 ・麦畑!などの耕作地であった。調子Eは第7号文縦割I:/.K断

のill般に伴い、抑削を受ける部分について行われた。 日~J :1f.対政 !日積は約140m2である 。 閥査W~間は 1998

イド 1 月 511 から2月ヒ句に及び、志、前田遺跡の調査と平行して行われた。制売は凶I~VJ戟備JJ!，・柴により表

土がすでに取り除かれており、この聞からの遺構I耐の備砲、から行われた。 結束ー、遺構閣をm:機により

約70cmほど捌り下げたil?茶色粘よ府において確認した。ji'J:榊は構l条、ピット昨を確認した。
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fig.19 志下島îl叶遺跡第 2 次品E~区全体|刈 (S= 1 / 1 00)
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2 jfi榊とill物

今1111の調子tにおいて伴認されたi針{Itは榊 l条と

ピット昨であるι ピJ ト群には他物の似m.も多く、
ζれらからのill物の復;eには#:らなかったt

5DOI (Fig. :W) 

ldM 1t 1;(の!↓i側で検/1¥さhた地:tl1tで、検Il'tlmでの

1'，申M*，~JO.50111、ド制約().45m、i京さ約O.IOmをi則

る。uUヒからけiIJtjに1I1)かつてJ主り、十障のドjJ)Jもこ

の}JII1Jに緩やかな傾斜を有する。，Ilp，1:は褐色 l二の

1れーL肘である。

このill憎からの遺物のIl¥~I :はなかった

3 IJ、車内

ぷドA\lhII・泣跡節 2 次ld~査院における情状辿'榊の

イ1: り }Jは、 ~l 次点1ftばの械のイ1: り }jにも凡られ

たような、 111地形の畔境に干Jじするというもので

あった。 このことから、この情も畔に沿って捌ら

れていた小水路であみう。

また、今1111の訓売1)(と南側の住宅とのIIIJでJ{.質

L協の般n・を探鈍した (fig.21)。このJ.'iJillにこ
のill物がみ当する時!YJの遺跡がイi={tするnf他十|ーを

ぶすものと比たい。
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しむら

第4節 志 西野々遺跡の調査

1. ...・・.・ ・・.

一
H

-

一

~
一

~

H

「
|
|
|

斗

トー・比一-r-7 一一一
/ 11 I 
ーよー

ー事担君事

l803: 

rig.22 芯 1lJ:j ~1'々遺跡;問辺地j隊関 (S= 112.500) 

I 制作概ぜ・

ぷ岡野々遺跡は筑後市大字芯宇同野々に所{F.する。 」ヒの志集裕と南のHtr，r*~起訴とに挟まれた、 J慨

1肖約8mほどの低位段丘 1:1二位慨する。部j査Ijifは水聞や畑などの耕作地であった。調先は鰐9;;子£紙l

排水1mの主ß股に伴い、掘削の及ぶ範囲について行われた。 ~j有対敏1m制は約520m2である。 嗣査は、

開場整備事業側により衣上が取り除かれており、ここから虫機により遺構而まで掘り下げる ζ とから

始められた。l問主E期間は1997年11月4Hから 1ヵ月の予定で行われたが、調査区東側において純文時

代早期の遺物包合層が予期せず確認された。また数回の|埠1:ltlの結果、剛場整備地区に|峰った1:I:jA<.が遺

跡内に流入し、度々水没してしまった。これらの結果12月16日までてjUjが引き仲ばされることとなり、

志前出遺跡、志下婦酎遺跡、常用野中遺跡などの調査と一時併行して行わぎるを得ない状況となった。

調査の結呆、東側で縄文|時代の石高rlみ炉、遺物包合J\~1 、近代のものと思われる土城 (井戸ーか)、 榊を、

西側で中|任から近世のものと思われる講を磁恕したロ調査区*側の包含!付部分については、任意でグ
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SD01 (Fig. 25・26)

訓任IK阿側で検/J'，さ

れた、ほほ南北}Jf!lJに

8・j 定る械である。検出rm

での上 中日約 1.15-

1. 65m 、 F申ul~~O.42-

0.50 III、深さ約O.50m 0 

l氏I師には段法が1Lられ、
1，f;J側に低くなっている。

|災|耐に間組があるが、

制任|域防j側の雌liUでの

A. J l A 

c 
-ー園田ーーーーー・

- 阿国圃周回 - -

o I 2m 
L ι一一一ーー一一一一一一-.一一一ー一一一一一一一_，

8.lm 

A A' 

7.lm 

8.lm 

B 

7.1m 

F'ig.25 SDOl (S= 1 140) 

戸。
内
ぺ
U

リッ トをi世;屯し、調査

とj且物の取り |てげを

行った。また、訓査区

外のL引用排水路から

出された!藷 !二中からも、

弥生時代以降の遺物が

探鈍された。

2 遺構と遺物

上附の観察からは、 M:

fl~ 1 1111の捌り，t(しがqr
われ、その後はn然坦
i貨をしていったと思わ

れる。また、 SDOIの

他にも規般の小さなrt~

が、いくつか確認でき

る。制1'1:区の間側のす

ぐ脇にはh開場整備Tiirま

で利J~J されていた水路

が定っており、これら

はこのA<路やこれに平

行して作られていた畔

に伴う小水路の痕跡で

はないかと考えられる。

SDOlの両脇には浅

い掘込みが向かい合う

ような形で検出された。

これらは簡単な架橋施
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l 附'1<色紗貿l

員1火色砂関l

州晶色l
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~ 'A色仲間1; 
11) 肌色妙'r/1; . l1li，色1dHt嶋
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I!I I官色帖WI
'1 "1前，，，(!o.併問1

~ '1¥位砂調 l
lIiU再J.I¥色紗'171

t府民色砂貿.1

1'11(.26 SDOI上問|析lilllヌ1(S= 1 /~O) 

-p 八グ''
2 。

旨圃
10cm 

-ー
Fig.~7 SDuIIHI:泣物 (S 1/3) 

If立ではないかと考えられる。

このi且榊からの/1¥1二ill物には 1:鍋の小破J't.がある (Fig.27)o1311"1よりとの.tl.l!r.から山ヒしており、
いずれも玉総状の11村部をもち、外凶には煤がHlf している。 ]は内外l前ともにナデ、 2~立内的l サーデ

{金ハケU、外1Mはナデが施されている。

SD005 (Fig.28) 

調査区の東側で検11¥された滑状のill榊でSE006に切られている。検/1¥出iでのヒITM約0.52m-O.6~ m、

ド制約O.42-0.53m、深さ約O.09 m -O. 17 m 0 J底的1はほほとf-JIlで、断|百iJ隠は I:}iへきつく立ち上がる

i車台形状をしている。Jヒ刊から市*，二rh]かつて占っており、 j点聞はほぼ平坦である。:1'1].-':の観察状況

から、 11訂正1[1口|の1hflり直しが行われたものと見られる。SD005の点側には5D007が平行する形で検出さ

れた。この位附は|円地形ではが)J .5 m lþlI\のj辺道が位Îr~ しており、阿J守 IHlの距離からも ζれに近接して
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Fig.29 SD005・00711"¥!:遺物 (s=1/3・1/2)

設けられた小水路の痕跡であると#えられる。

この遺械からの出土遺物には純文士器JI"(Fig. 29-1-4)、サミ師器 (11)がある。これらのうち、純

丈1:器は周辺の包含J[iからのiJi入品である。

50007 (Fig. 28) 

IßI'~1t区の東側に位世する構状の遺ff1lで、 SD005の米側をこれに平走する形で位置している。 検出回

での上1陥約O.90m -0.47111、 ドl隅約0.84m-O.43m、深さ約O.13m-0.09m。成而はほぼ平坦で、断

而形は上方に広くDl-lv、ている。地上は階以色粘質土のJtj.-JMである。ニの滑は前:iliのようにS0005と

対をなす牒iu脇の小水路だと考えられる。

この遺構からは純文士器片付iκ.29・5-8)、須恵器 (9・10)、上師碍 (12-1旬、石鉱 (16)、制

片(17)がある。純文上器、石製品は尉辺の包含!脅からの視入品、須山桜も周辺からの浪人品と考え

られる。
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」。プ
。 1m 

9.4m 

Fig.30 SE006 (S= 1 /40) 

SD008 (ドig.28)

調干E医の*側に位置するi枠状の遺構で、 SD005の両側 を ~jl2 し、 SK006

に切られる形で検出された。検出而でのヒ帆;ji';0.52 m -0.27111、ドlt日約

0.40m -0， 18m、i指さ約0，03m.， J.底的l はほぼユ1~.L_nで、断的iJ陪lii卑し、 |肌状

をしている。l込i立や目下に伴う小水路の痕跡と与えられるの

この遺榊に伴うi監物の11'，L'.はなかった。

SE006 (fig， 30) 

調査|ズの点側、 sυ005とSD007のIIIJに両者を切る形で検/1¥された上臓

である。 JI~ri として州査を進めたが、 j伝部からのi兎Aくはなかった。 検11\

而でのIII慌がjO.52m-0.48m、底的iの，n怪約o. 40 tn -0 . :~4 111、深さ約
O.GOmを測る"Ff:i水による水没の紡法仁fM飢棋のために伐していた部分

が崩都したため、 J二府I(，iの制策がて'きなかった。

この遺構からのj也'物の/1'， 1.はなかった。

SK009 (fig. 30 

刷ft~' I"l*怖で検/ 1\ された附)LJ盃 )J J酵の 1 '，械で、 SKOI0の北側にN:þV，lする 。 l~'I'dl約O.98m 、初~II~I，約

0.50-0.60m、i濃さ約0，06m o J:.)I~Iの傾き N 240・Eを測る。

この地桝からはサヌカイト製の，fi鍬がある (Fig，32)。風化のためか全体に細かなひび割れが生じ、

先端部を欠制している。 tI¥ 1ニ状況から凡て、 悦人品と思われる。

SKOI0 (FiK，3l) 

rJl，J1tばl十11赴持11で検n'，された卵刷の仁械で、SK009のtN1l11Jに1，i:附する。j反IIlI(ま 2j立制り で民il~1約0.73m 、

短制l枇大約0.54111、深さはl':Z1AH刊で0，15 m 0 i: i~11 のfl:!l き はN -33匂- w をiJllJ る ョ この泣榊からのjfi物

のIHJ'，はなか勺た。

」

r及協例7m

」置き」
A~ dも

o 1m 
k=士E士E士主士主竺竺三三三-=='

8.2m 
8.2m 

〈ご〉
05cm  

吻 片方〆門
7.6m 

fig.31 SK009・010(S= 1/40) Fig.:32 SI<009出|づ世物 (S=1/3) 
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SK018 CFlg ・ :~2)

則、 114グ1) I トか ら検II'，~れた検1 1\ された1.械で、北にSK024 、 I"HこS0007、市にSKO[9が位置し

ているι 民州IThiO.82m、免I'I帥:.10.7701、深さ0.11-0.08m。主軸の傾きはN180 wをiUIJる。ill構内に

比較的焼イ[を践すL峨である、このill榊l付からはこのほかに純文土持片を/H上した (rig.34-6・9・

10 ) 。 いずれも抑制文 k時で、 l底部n-は尖l段と)1.I/~の 2 机矧がJ，t!.られる G

5K019 (Fil{.3:3) 

G3グリ ッ卜から検11¥された|判)L)i形の 1-械で、」ヒ側におK018が位irtし、ヰ(削lのSI<020を切っているo

l~IMI申rJlt主人;約約0 . 9301 、 ~IJ. imjll~M ft立大約0.7201、深さ約o. 05 01 0 I~ ~qhの似iさはN -63 -8を測る。遺構内

にはti1・の焼イ[が叫っていた。このjfi榊からは、この他の遺物はf(fii認されなかった。

SK020 (Fig.33) 

G3 グリ ッ トから検11'，された桁円Jr~のし臓で、側側の5KOJ9に切られている 。 Y.Itイf 日IS分での長軸制約

0.75 tll 、知:制hit.t大I~M約0.4301 、深さが:)0.05111 " 主~mlの傾きはN-300~Wを測る 。 遺榊|人jには数f附の焼石

と制止:1 ?~n・が出土. した。 ~{[丈卜'~ ~;fはいずれも引l"l~文し持であるが、実測しうるものではなかった

SI<021 (Fi~.33) 

G5グリ ットをを小心に十世山された川j隠の 1)1貨で、北にSI<023、114，こSI<024が{也慨する 3 民州制約

0.5701、制制l怖が:)0.5001、深さ約0.05010 l:.+Wの何i きはN帽6.・Eを測る 。 辿榊l勾には 311M の焼.(jが~'{，i

1&. された J 、ニのi立憎からはこの他のill物はfi{'~ læ‘できなかっ た。

ベ((022(Fig. 33) 

115グリ ットから検出された桁円形の1.城で、点IUlJにあるSK023、l相rlIJのおK024に切られている。

叫作部分での民州制約0.64m 、 ~\1 ，1抑制約0. 55111 、深さ約o. 05 m 0 j:.iI紛の何iきはN77 WをiUlJ，るe この
i宣榊からは故11司の焼イ?と純文|二時n.が/1\ ヒしたυ 純文七日品はいずれも ftlIIJ~丈 1:協であるが'XiRIJしうる

ものではなかった。

S((023 (FII-(.33) 

G5グリ ットから検出された川j隠の 1')挽で、以側にSX090が位[nし、l打制IJの5K024、州側のSK022を切っ

ている 民側!制約0.6601 、短軸間約0.53m 、深さが~0.03m o E紬の傾きはN50 Wを測る。この遺榊

からは純文 j才~J\ が111上した。 いずれも抑制丈 J:停であるが、実測しうるものではなかった。

SK024 (Fig.a3) 

115グリットをIjl心に検出された 1:械で、w:にSK021、市にSK018、1'4'に51<025カ旬、，i:inし、」ヒのSK022

を切り S I<023 に切られて いる 。 民 'MII~III{(!')O.87 m、制仙制約0.80川、深さ約0.03010 t柚の傾きは

N 88"-Eを測る。この遣榊からは焼:ri、純文J.?品J\~ を 1 1'.上した (rïg.34 ・ [ . 7)。制文1.持はいずれも

抑I~~ え J :加である 。

日K025(Fig.33) 

L5グリ ヅトをIjl心に検出された柏PI形の1.捕で、点側にSK024、州に$0007が位似し、北側を小ピッ
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SK018 

、ミ-.Y--.人

L 

場 易協

K023-
__，ど¥

-SK024-

8，2m 

物努物ちたm

SK019 
SK020 SK021 

_j 

" "るも イ:;:::;;;.ー

」 L」」」GJ
8.2m 8，2m 8.2m 8.2m 

初場物勿mm 初タ物務グメ m 吻務妨夜7m

I
L
--心
川
口

叩

」ーJ L一

8，2m 8，2m 8，2m 

物勿物勿勿グづ7m 務移弱初物筏7m グ初物移字F37m

協物Mm7m

8.2m 8.2m 8.2m 

初揚物務Zm 物務妨移~

Fig.33 ~M査区*側上城群 (石組み炉) (S=1/10) 

内

L
凋
吐



トによ って切られている 。 民軸I~M約0.60m 、矩軸ltl大幅約約0.52m 、深さ約0.05m > 主軸の傾きは

-85' -wをilliJる。この遺構からは数例の焼イ?を/l1_ヒしている。

SK030 (Fig.33) 

K5グリy トを中心に検11¥された上械で、』↓〈側にSI)007、両側にSD005、南側にSI<03Lが1Il.inする。

民'1抑制約0.85m 、短'I~I幅約0.75m 、深さ約O.05m o t軸の傾き'J:N-44-wを測る。このj世怖からは焼
イ7、制丈|て持J-¥・を11'，上した (Fig.342・3・5・8)0 8は外耐に ミガキの痕跡が認められる。これ以外

は押明文 k絡であるが、このうち 3 は'~y'lf~11:.11ヒ協(以後半?略して「世」と記す)の11似郎となる可

能性がある。

SK031 (Fig. 33) 

K4グリ ットを中心に検11¥された上横で、 *にS0007、l'可にS0005、北に$K030が位慨し、附制IJの$K032

を切っている。民軸幅約O.12m、純輸相約O.70m， I~f耐は2段掘りとなっており、 1:段までの深さ約

0.05m、F段までの深さ約0.08mを測る。主輸の傾きはN-350-Wをもっ。この迫榔からは焼行片が11¥

ょしている。

7 1-tF?JJ川、、)，.~I !' '.~ ・，:'~， ­
~'.\\.~~?\;~でJ也、
‘..."、.'.‘、， ・苅
れ:;-t'4t.ptjh，

占.‘，......t.. _.， 
-ム"'，・ 9人伊.. _-......-:""・L円 ハ

門
川
〉

- ・‘ .1Ja;，内 ~.!J、.
1.九:九 ;ι~~.~i:1f¥ 
.:・3、I :::~._)i'''' ，・言 。!J.~~〆

5 

7 磯;
u eugh-4・n ~~.'ù'f r..，r: 
川 十 t;，':f.jI~~~，砂，;:.
I I ':t:'i\';-;・ ji:-tや• . 

U 川，i;;ゲ
/i ・ 6

理f一一 ， 

グοs
•• 
‘
 
、 。

面白司副

10cm 

Fig.34 調査11.*側上峨併 (行制lみ炉)出七遺物 (S 113) 
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SK032 (Fig. 33) 

1<3グ，)γ トを，1 1心に検出 さ れたヒ峨で、京にSD007、闘にSD005が1\i~1ftし、北側の51<031に切られ

ている自民側|制約0.72m 、 1，~大知軸1隔が~O.62m • 深さ約0 . 05m こと酬の傾きはN53'-Wを測る。ょの

ill拙からは焼布、純文七時)1'などを11'，上した。 純文 L路 (Fig.34-4)は深鉢の11組青ISで、内的iにポ[1明

文が地されている。

SK080 (hg.35) 

Q3グリ ットから倹H¥された上械で、他のヒ峨とは大きく 離れて存証している。 tHU単物のrl'には

純文|二時 (Fig.36-1 .引、ィ;鍬 (4)などがはられる。純文ト出はれ1
'
明文 l:出 (2 )と 無丸J. 6~ ( 1 ) 

である

SK107 (Fig.35) 

M5グリットから検出された土城で、 |川1n:JをS0005に切られている。深さは約0.05Ino .in物として

は焼石、純文 U，~}\~を II\J. している。 制文 1: ?，~は 1'j1J盟文上出 ( l~ ig.36-3) である 。

SX090 (ドig.24)

F5グリットを中心に検11'，されたり肢で、深

さは約0. 15 01 を削る 。 Jr~ r師は ~'í 1:のl"lr"lがi認め

られるが、問側に深くなる何i(i，]にあるυ

地物 と しては焼行、制文仁~J1' 、!.f~lIidrr片、

サヌカイトj十などを11¥ J-.したが、同化しえたの

はサヌカイト製の制nだけである (Fig.371)。
これは 1~1j持として利 1 1 ) された 11]'能性がある 。

SX 102 (ドig.24)

C6グリ ットを，1'心に検11¥された不定形上械

である。深さはO.02-0.03mと戊く、 j氏凶1もほ

ぼ、!とJ11.である。 地物としては制丈し路n-、jH
11<<1行余11J十、士師時などがあるが、 |ヌ|化しえたの

は純文上保J¥'のみである (ドig.37・2-4)仰いず

計

U1・ !J 

Jj J部峨
一繍京 。

SK080 SK107 

8.5m 

8.3m 

1 ラフマ9m 〉再~

7.7m 

o 1m 
L 一 一一

Fig.35 SI(080・107(5 1 /40) 

ぬ ~ CJ
4 

~ 

10cm 

-
o 5cm 

-ー』ーーー

Fig.36 SK080・107出上越物 (s=1 13・I1之)
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F i~_37 不明上脱 ・ピッ ト昨/1¥ 1:辿物 (s=113) 

10cm 

a 

12 

。 5cm 

れも粗雑な桁川丈を肱したi'l't担え上器である。このうち (t1 )は南側に位世するSPI06出仁の 1:器J't，

と按什した。今11司のrJ:'I1tにおいて、このようにはなれた場所から/1¥ょした破片どうしが抜什する例は

少ない。

このi立榔は上師協の混入から佐川のJ組込みと45'えられるが、|時JOJの断定までい預るものではない。

SXI03 (ドij{.24)

D6グリ ットから検出された仁械で、iw.J1tr<:境に佐世しているめ全体の形状は不明であるω

この遣榔からは制文上梓片を州ヒした (Fig.~7・ 1 3 ・ 14 ) 0 13は無文上出の11縁注目、 14は111
'
型文 1:慌

である。
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113 ) (111形文|二時)(S 純文卜出Fij.(.40 

SXI08 (ド1l{.24)

05グリットをql心に検出された不定j応仁械である 遺物としては焼行、純文 I '. ~~}'I' を /1'， ;仁した。

純文 I~~ (FiK.37-5-7)はいずれもj削減が激しく、文様も不鮮明である。

SPOII ( l' I j.( . ~W 

04グ1)'/トから19Wiされたピッ トで、 1"(径0.40111、深さは0，05111であるの

8 )。深鉢のn紋11'(f'昨日分で、l山j的iに相川文が.J1jlJf

48 

この迂imからは縄文"，?'1)0) '(を11¥ 1:した (Fig，37
施文されている。
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l匂 ，47 純文 L器8 (その他)(S= 113) 

1:となる。また、 Vグリ ッ卜より l川側からはjf!物は検/1¥されなかった。色L合制からは、純文l.~1f， ri 

~~、 !.f.\岨rïJ'(、サヌカイト )'1'、航行 (峨J-\・合む)などが採集された。 遺物昏号はなるべく取り上げ時

につけたものを生かしている。10000冊ず?は取り上げ時に昏せを13・えたもの。20000啓子?はグリ ットJ-ti.

似で取り 1'，げた、もしくは摂理作業中のイミ住庖;で取り上げ帯号が不19jとなったもの。30000需台は周

辺去保iit物 (if(機で掘り lIiした包合層上q.のものも合む)である。

制文 |二日品は抑明文仁路、版文上加を11J" 1 : した。 ポI'~~文上持には山形文、桁円文、柄下U文、 撚糸文、

指ノ干fllょに卜.加などがあるが、~Ö'J隠の彼元いまで雫るものはない。

山形文 (rig . 40) は、今回包含!付 より 出l. し~illlJ を行ったがu文七絡の約 14% と、比較的に少ないほ

うである 。 紋織も 小さいものから大きいもの、施文方向 も欄151.方向から~itÚI. 、 縦位とさま ざまである。

m刊文 (FiJ{，41-4S)は、ノトl叶/1¥-1:した純文 1:路の内、約58%を占めている。ノ長'.M測分を合め、そ
の巨体を占めているのが紋織の大きな桐体である。このうちR20013、RI0381、R30001はいずれも胴

-55ー



部の破片であるが、上)jが肥厚している。

絡チU文 (Fig.46)は全体の4%にも満たないが、 さまざまな大きさの原体を使川 している。

撚糸文 (Fig.46) も全体の 5%強と少なし、。このうちRI0150・10459はかなり細かな紋織が施され

ている。

無丈|ょ器 (Fig.46)は全体の9%を内めている。このうち、 R20006、R20007は内面に細かな条痕を

施している。小破片であるためその他の 1:時とすべきかもしれないが、こ ζに制載した。また、 R20035

は欠tn部分で若干肉!モとなっている。
RI070l (Fig.47)はヒ郁はミガキがなされ、下部は先端約 1cm前後の細民いI.H.により刺突文が

施文与れている。近隣地域では矧例を凡ないものである。

R30005 (ドig.47)は嗣郎破片で、沈純文が施されている。これも近隣地域に矧例を凡ないもので

ある。

R10660 (ドig.47)は詩形から塞ノ神式上器の制部破片と考えられる。S中状のよ共により刺突文を

施し、その間に沈線で栴千日紋織を描いている。

ドig.48の上器片は「蛍」と思われる破片である。

I: ?~はこの他に紋様不明の土持 (Fig.47) 、 げ詳細)rがある。

行知はその多くが焼:riである。これらは円礁の安山岩、玄武相であり、矢部}11から持ち込まれたも

のと与えられる。石持説材としては瓜昭折、サスカイト、制iJe)十岩、チャー トなどが比られるが、製

品となるものは少なく、その大半が制片であった。製品には尖副総、イ7跡、目1I持などが比られる (Pig.49)。

そのほかには2次制鞍艇を持つ制)¥"が比られる (Fig.50)。

その他の1111こjft物 (Fig.51)

今1111の制査l.>fの前*側では折りからの秋I:lqにより '['J ~医が水没するのを防 ぐため、排水川の水路が

緊急避雛的に捌削されていた。ここに紺介する遺物はこの水路を掘削した|療に11¥された!指上の中から

採集されたものである。|火|化しえたものは弥生仁持、土日In絡などであるが、この他には須)ぷ持の誕の

岐J¥"'などもあり、このj品辺に|時代仰の広い遺跡が存在する可能性を示している。

ポテ Ii 必， 日 1! 
戸川柏戸~・ / / - .'叉 a・ II - ~・l現品仇wp y-wtU(齢、 l-i，1 鵠 J 10408 
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10075 
J一瞬 機

・ぃパμ
V
J、 - ~勝 、J:;・0州議明治・苅擦拠点惨事必4

10449 

0 1Ocm  

Fig.48 注口上器 (S=1/3)

-56-



-A J A A-1 ~弘
30028 10447 

<> o 

く〉
20037 -;込-~ -A-~ A tt 

~ 20039 10441 
ー::::::>

免-~ t 寝込 ~I - -̂ ~ A 10490 30026 
30027 

c> :，'c:;=:. <c> 

『命~ ~込 ~ 't:えも W 'k'~ "~ v¥36  
20040 

も 30025 
も

30023 
も 30024 

〈ご〉

10233 30022 

ぞ三三二ラ

~~ 乙b
10091 

ζ三ヨ
10390 

。 100m 

Fig.49 ~t\土石製品 1 (S= 112) 

-57-



観C議

s 

でごごユ

ー仏
ー匂

30017 

くこ〉

語読認》
喝室~

ロ協
10481 

ζ主主ぅ

ら-(J.-

〈之b

q 思う
10582 

山岨司c::::'l。震b

10704 

乙コ

。
山

- ~ 雇通ー歯-o凸

IOcm 
。

にこ二=>

(s=] 12) 

Cご〉

tH上石製品2rig.50 
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今1111の制査で碓il~された遺構は、中 ・ 近世の構状遺構、それに付随するものと思われる井戸、純文

このうち中・近|止の構状illWtは 粧仰可r.~控時代の土繍 (右組炉と考えられる)、そして包含層である。
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lifIまで平IJ)IJ されていたj品泊・や水路と千行して枕Wl~ している 。 このイ正り )iは仙の I制作|まで州li{f.されたtry~

状.ifi榊のものとIIIJ純である。

山側の純文遺物包合附はVグリットより両側ではjfi物の{ì{ti~はできなかったが、 断11:によって去上

11' ( ド雨iでは!JIに阿側へ広がることが冊~_i ，認されている。また、点側については後述するぶliir川遺跡の11q

側部分まで制文遺物が分布しているのが硝;認された。1対側は硝;認された限りではノト1111の凋也氏よりあ

まり ，1~がらず、北側は宅地帯IS分まで述している 。 また、ぷ州mill跡のけj側でも!J.\II魁才7が保~されたか、

弥生時代の行持なども含まれていたため純文遺物の包合制がこニまで広がるとは断バできない状況で

ある。

包合同部分に1Mり込まれた仁械についてはイi組みかとしているが、良好な形で;椛打をtUl.したJH此

は刊紙であった。 石材の Il~利 JTJのために抜主取られたものか。 また、上械からはjA化物故ぴ焼上も検

?占

¥...._ 

U 

ー-

その他の出土組物操集地点

FiR.52 純文~物包合川位世間 (S= 1 /2.500)
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出されなかった。このことから石材を別の所で熱して調理した蒸し焼き用の炉だとも考えられる。石

組み炉から出土した土器は、土壌に付臨したものではなく、混入品と考えられる。

東側の縄文時代包含j世から出土した縄文土器は、抑型文土器を主体とし、これに 1割程度の無文土

器が含まれている。時形は深鉢と「壷J型の法門土器の 2種があるが、いずれも細片で器形を復元す

るまでには至っていない。深鉢の紋様は粗雑なものが多く、施文方向も斜位、縦位のものが多く見ら

れる。時期を与えるならば縄文早期後半に位置するものであろう。また、深鉢の他に 「壷J型の注目

土器と恩われる土器片をいくつか採集した。縄文早期の注目土器は、熊本県菊池郡大津町の瀬田裏遺

跡において報告がなされている。撤回裏遺跡では深鉢に穿孔したものと、古噴時代の珪に似た器形

の土器に穿孔を施したものの2タイプが報告されているが、今回の報告で n丘Jとしたのは後者のほ
うである。また、今向出土した土器片では穿孔が確認できなかったため、積極的に注口土器土器とは

言えないと判断し、「宙Jと記したものである。

石製品は総数は少ないものの、石鍛が最も多く、これに削器、尖頭器が続く。石材のうち黒曜石で

あるが、質が悪く母岩は円礁のものが多く使われている。また、焼石についてであるが、安山岩を主

とした火成岩が多く利用されている。この中には叩き石様の割れ、台石様の窪みを有するものがいく

つも見られた。しかしながら火を受けたことによる割れとの区別がし雛〈、後述する志前回遺跡にお

いて、石組炉の中に多くの石が投入される形で廃棄されていることからこの時に剥離した可能性もあ

るため今回の報告では取り上げていない。

南筑後地域における純文時代早期の遺跡の網査事例は多いものの、その有り様を比較しうる報告は

少ないのが現状である。また、当遺跡も向時期の生活を追及しうる成果を上げるまでには歪らなかっ

た。該当時期の遺跡の調査報告例の増加が待たれるところである。

末尾に、多くの方々の御教示を受けながら、今回出土した縄文時代の遺物について、ただ並べただ

けで整理できずに終わったことを、ここに記してお詫びしたい。

UJ.It文献1

UJ崎純夫・4、他弘己 f有1願退跨CHJ

『網間裏遺跡刻資報告資科目J

f湖周痕遁跡鯛型E報告sJ

r_文土嘗J(f日本土器事典J)
『阜水台式土器J( ra...土器事典J) 
ra.l神式土器J( ra...土穆.'UI 

術関市a1rtfi貝会 1983 

大市町教育祭員会綱m.iI.調査団 1992 
大海町敏育費貝会a・m・温修関先問 1993 緒方 勉

緒h ~ 

山崎健9J

UIIif純リj

'時.晃一

峰山僧

S量山悶

雄山畑

蜘

蜘

蜘
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しむら

第5節 志前回遺跡の調査

事弓:::::::.

。。
一 ・比一一一ー岨 -< 

』圃園園田-・.園田園由・・・・・.圃・圃

Pig.53 志前HI遺跡#~)ll J血形凶 (s=J /2，500) 

制ゴモ概!梨

志Ilir田遺跡は楠岡県筑後rll大字志字削I田に所イ£する。志集部のl材1U1J、椋向約8.5mの微問地 1-.に位

置し、*側には水洗小学校、志、地院の氏判1であるぷri明神社(鍔判lは作瓜道具)がある。制査前は水tH
や麦畑などの排作地であった。制ゴモは第9号文制l排水路の建設に伴い姻削を受ける部分』こ対して行わ

れたが、捌任中に澗査区西制IJで良好な形の右組み炉が硝認され、この部分に対しての緊怠訓査も行わ

れることとな った。 緊急削査は l 号炉 (SK10~ ) の周辺をWl 区、 2 句・炉 (SK205) 周辺をW2 区と

した。制査J明聞は1997年11月11Uから始められたが、て】J1'.側との協械の紡品、本格的ι作、柴を開始し
たのは12)1 25日からであっ た。 部11t1~~本体と W2 肢は1998年l月 31H、Wl区はl号炉の取り上げのた

め1998年3月19Uに悶査を終了した。1号炉の取り上げは福岡県教育委日会九州歴史資料館学芸二課長

の横田義市氏の指導により行われた。調査区からは構、土端、ピット群を、 W1区とW2区からは純

文早期の石組み炉を検出した。
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SK02 

W11K W2区

盛轡 構
o o 

〉

Fi~.54 Iιl~íf川遺跡全体1・~l (S 1/300) 
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2 遺構と遺物

SDOl (rig. 55) 

調査は北側で検出された械で、検11¥面での 1'，制約0，90 m -1 . 90 m、 ド制約0.88m-1.85m、深さ約

O，15-0.20mを測る。ほほ市北に走る溝で、断l由形は戊いJm状をしている。上肘の観察からは位i町を

定布に移動しながら最低31111の掘り爪しが行われたと考えちれる。床面からはSK02が検出された。SDOl

とは，t!I!1:状悦も異なり、検11¥1時点では確認できなかったことからsnOlに切られた上械であると考え
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らilる。

ニのi監榊からは遺物の出土はなか勺た。

SK02 (Fig.56) 

SD01の床面から検出された|判)L民)j

j杉の 1:捕である。検出而でのi毛制|約

1.33m、縦軸約0.73m、深さ約0.30m。

t軸の何iきはN-35'-gを測る。明11:は虫

色rJ':よる'1'1.- I:J刊で肘で、 仁の締まり

μイ子liSDOJよりも柔らかい。

このj宜榊からの遺物の/11よはなかった。

W I ll( (1河 .57)

liir )ili，のように今回の刷任では細企1>(の

I川制IJに良川なj隠の行中Ilみ炉が2)島冊;秘さ

れ、緊急制作を行うこととなった。行中II

みかはこの時点でかなり僻11¥しており、

IInI場整備引業側のlli機の拶動により破j良

されるuJ能性が向かったためである。品l

11:は干7制iみかを1[1心にある担肢の1Mを検

IJ¥することから始められた。Wlr;{はlり-

か (SKJ 04) のj品開府阿401 、けg~ヒ3m の

申1tIでこれをhい、 lua炉の他に数)t;のイ7
制lみカ'と思われる 1:械を確認した。この

I~Jl創作のjll~ 1二からはし、ずれも此化物は仰

泌されていないの

また、 )J位と主軸の傾きは航空ilI日t以|

とi出荷配附凶との問にズレが生じたため、

あえて Ir~ していない。

I ~.りJ

|ド川I斗l月形2のイ打7術飢lみ炉で、 内側に行を投げ込

まれたj隠で雌認された。11工作約0.70nl、

深さが~O. lOm を ìjl'j る 。 11材は安 1 11:;t、ぷ

武山賀のM/J;(行が仙われており、いずれ

も火を受けホ色化している。

。

0

0
2
 

0
 

o 1m 
h ， .-ーーーーーーーーーーーーーーー-t

8.8m 

、』ムJ湾 考ザワタメ 山

l 附J快則包 i~ t 晴飾品{~I . ~ 崎11d:色K

1" 貨・1:&r. (i晶色 1 11~人) .Ib j町J:色l

Fig.55 SDOl (S=1I40) 
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SKJ01 (Fig.58) 

i号炉の北西側に位置する楕円形の土壊で、南側を小ピット

に切られている。検出面での長軸約O.75m、短軸約約O.62m、

深さ約O.13mを測る。

J この土墳からは数個の焼石と土器片を出土した。これらは床

/ 。 1m 

8.7m 

8.1m 

Fig.56 SK02 (S=1/40) 

SK103 (F'ig. 58) 

面から浮いた形で出土しており流れ込みの可能性が高い。土器

片 (Fig.60-1)は磨滅が激しいが楕円文を横走させた押型文土

器である。

SK102 (Fig.58) 

l号炉の西側で検出された楕円形の土城で、北側をピッ トに

切られている。検出面での長軸約O.70m、短軸約0.60m、深さ

は約0.15mを測る。

この土墳からは焼石が出土したが完全に中に浮いており、後

からの流入品である。

l号炉の北側で検出された楕円形の土壌で、南側を1号炉に切られている。検出面での長軸約0.65m、

短軸約0.55m、深さ約0.10mを測る。

この遺構からは焼石と数個の土器片を出土した。これらは後の流入品であると考えられる。土器片

の内、実測しえたのは1点だけある。Fig.60・2は押型文土器の/J、破片である。磨滅が進んでいるが、

楕円文を横位に近い奈H立に施文している。

。 2m 

Fig.57 W1区 (S=1/40)
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-、、、 、、

8.9m 

。 1m 

8.5m 

Pig.58 1サ炉 (S104)($=1/20) 

SK 105 (Pig. 59) 

1ザ炉の米側で般IHされた不定形の 1-，城である。数カ所に極みをイiするが、これは純物の似艇であ

る。検出国での良刺l約1.00m、組制約最大約0.90m、深さ約O.05mを測る。

この土城からはいくつかの焼石が/1¥上しているが、いずれも遊離した状態での/1¥仁である。この |二

臓は石組み炉ではない可能性の)Jが向い。

このほかにn)・均iの南側に位'WtするSPI06からは制丈 1:器)¥.が/1¥上している (F'ig.60・3)。外的iに梢

川文を斜位に施文されたれr型文!こ器で、内曲IJ:ケズリが施されている。

W2ほ (Fig.61)

2社炉 (S205)を中心に点丙5rn、南北3mで設定された調査院である。訓査は遺構の検/1¥から行

われ、多くの土峨が陥認された。この"1には行組み炉と忠われるものがいくつか凡られるが、焼.fiを
良~fな形で残しているものは2サ炉以外には認められなかっ た。

2 ~H~J (S205・Fig.62)

iり・炉と同じく焼石を投げ込まれた形で検出されたヒ峨で、西側のSK202に切られ、南側のSK206を

切っている。炉内部の慢|師を榊成したと思われる右材は良好な形で残っていたが、 l氏聞に石材は比ら

れなかった。また、石材から想定されるプランと掘り)Jが一致しておらず、東側に弧を描くような形

で焼石が配慨されている。プランの検出を間進えた可能性がある。刷査時点での |て幅約1.05m、 ド制

約O.85m、深さ約O.20mをiHllる。焼石のポ材はl号炉と同じく安山持、五武岩質のM原石である。

この遺構からの焼石以外の遺物の出 1-.はみられなかった。
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SK101 

SK102 

一」 し一

9.0m 

SK103 

L 一」
L 

9.0m 

く.L:b-
8.7m 

。

l'ig.59 W 11ベ焼訂山上土城 ($=1/20) 

‘ 

!] 
'.... ~ 
D 名a川A:『f船Fふ“v bi- tJ念、'adhbr •• 

4wb‘，ιtコ.b・~~.'\ .、"3 _.，.". 2 。

ドig.60 W11亙山上遺物 (s=l/3) 
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-四・・画自司・--

Fi~.61 W2Uメ:(S=1I40) 

l_ 

1m 

画面目

8.9m 8.9m 

8.5m 

ドig.62 2サ炉 (S205) (S= J /20) 
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SK201 

L 

SK203 

L 

ずFれ点久¥，い¥
くノ σ~-"'"'犬
て予

ーコ芯¥ // 
に弓

一」

8.8m 

8.4m 

8.8m 

8.4m 

SK202 

L 

SK206 

。

Pig.63 W 2区焼抗出土土城 1 (S= 1120) 

一」

8.8m 

8.4m 

r 
一」

8.8m 

8.3m 

2号炉の西側に位置する不定形土械で、最大径O.75m、短軸約O.62m、深さ約O.12mを測る。

出上遺物としては焼布、純文上持片がある。J二時片は!哲i成が激しく、実測できなかった。

SK202 (Fig. 63) 
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SK207 SK208 

し一 一」 L_ 一」

SK209 

L_ 
。可、，¥ -SK208-

¥il -J 

¥ 、

8.8m 

8.8m 

8.4m 

， ， 

8.8m 

坊 r一2つ§ア一一
'///努L 3--_ ザd萩財フケ.ヲ努〆
〆 手予~ヨ召攻匁亥~グ"，，，. .". 8.4m 

S~紛9

I Olt灰緋色i
2 ~再色ト

~ IIIUt t色上

o 1m 
」←一句←一、-一一--一一一r-r

Fig.64 W2[，，<jjlXI出土上横 2 (S=J/20) 

、、

2号炉の西側に位悦する杵i円形の土峨で、西側のSK201に若干切られ、東の2号炉を切っている。検

出ffUで民，Ii由約0.60m、短軸約0.53m、深さ約O.17mを測る。

このliI:構からは数例の焼石が出上したが、いずれも略面に張り付くような形で検出されたQ

SK203 (Fig. 63) 

8.8m 

8.4m 

2号炉の南制IJに位i仕する七臓で、 l背側のSK204に、その他の部分も小 ヒ繍やピットに切られており 、

遺存状況は良くはない。 現状での法祉は~軸約O.90m 、短軸は桜元で約0.80m 、深さ約O.05m を測る 。

この遺構からは焼石と縄文土器片を出土した。純文上器 (Fig.65-1)は撚糸文土器と思われるが、

焼きが非'litに悪く壊れやすいものである。
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SI(201 (folg. 61) 

SK203の南側に位附するよ械である。訓査慌のl軒側に児に広がるものであったが、今1111 の I~~J世は l

サカ'.2 号炉の~~U保存がH的であるためぷl査12<:を広げての ，ø~Jftは行わなかった。

この上横からは純文上保片が山ヒしている (Fig.65-2・3)g 2 は撚糸文ヒ器のIJI~J 音[~破i'J'、 3 は柑川

文を施した探鉢の11制部で、内面は横走施文、外出は縦走施文が施されている。

SK206 (Fig.6:3) 

23J-炉の|軒側に似慨する上械で、北側をSK205に、*側をピットド切られている。検出1Mでの法川

は長袖復元径で約0.70m、知[11~jl復元径約0 . 55 m 、深さ約0.25 m 、断凶形はボウル状をして U ‘ る 。

1'1"1上越物には焼:riと石織がある。焼:riは邸l可に張り小j・く ような形で伐っており、底的lには残ってい

なかった。 行鍛 (foig.65-4)は質の思い行材を他j日した そIf)鍬である。

SI(207 (Pig. 64) 

2 サカIのJ，j.!側に位i位し、 l~J側のSK208を切るが、.[ヒ 11q部分ををピット μ切られている 。 4>=>1告はm川

形をした 1:城だと与えられ、 fM元での~~~II約 I. 05m 、世\l)l~fl枇大で約O.77m 、泌さ約O .1 5m を iJllJ る の

このヒ峨からは数例の焼石がm上しているが、 fまからの出入である可能性がl何u、。

SK208 ( ri~. 64) 

2号炉のw:側に位置する七繍で、 Jじの5K207、南側のピ ッ ト に切られている。 現状でのitfü:は l~'I~1

約0.85 m 、短~4hは復元で約約0.70n¥、深さはO.げlηをiJllJる。

この 1:械からは数f聞の焼11が出1M1': 1J!り付くよ うな形でm上している。

SK209 (Pig.M) 

2 サ炉のw:側に位 !nする 上械で、 北側を$1<208、両側をピ ッ トに切られている。 柿円形の 1 .捕でrj~

ll(は良輔復元で約l.OOm、免L'lqllはM:大で約0.57m、深さはO.15mを測るo .tfJJ. 1ょは茶色か ら nrf-Þ~色を椛

て地1111:の此栂色十へと変化する。この傾向は今1111報(!干する，ι地慌の全てのがU文上城に11.]じように比
られる変化である。

ょの |二臓からは数例の焼'1Iを出土している。 1:府凶の2/刊と31，刊の分間1mの向さとt先行の検/1¥ 1mがほ

ぼ一致しており、本来はこの前iが地榊の下助であったことをポしている。

その他の出ヒ遺物 (ドig.66・67)

:お前HJ遺跡の周辺からは純文|ン持、石持、街Jι器、 lょ師器、陶器などが保~されている 。

純文 1~. ~~には楕円文 (Fig.66・ L -6) 、撚糸文 (Fig ・ 66-7- 9) の 2 組制が見られる。 桁円文に|出つ

ては、ぷ西野々遺跡のそれよりも融W，:な紋織が施されている。

石持はいずれも石雌 (ドig.67)であるの

~tì忠器には却の胴部破片が凡られるが、実測しうるものではない。

士師器には脚付盤 (10)と土師1m(11)がある。盤は円柱状の脚部を張り付けたものである。

陶器には碗 (Fig.66-12)がある。胎七は灰色で内面に出色刷を、外耐は焼き締めによる赤$，![色を

している。激しいl持械を受けている。
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A ~A A- ~ A -~- ~ぬ
〈二〉 <::::> ~ 

。
』圃画面

Fig.67 その他の/BI:.iii物 2 (S= 112) 

3 1サカt取り 1:げ作業

ぷIjir1Il遺跡はWJ日を I}-JぷIJと定めて作業:が進められていたが、わ !の起れが'1:.じ、1)J 3111の時

点でlU-炉の訓告を伐した状態であったo

5cm 
d 

2 )J、m助の途中経過の柑告の|摂に保存状態のl込いn組み炉(1 ~]'j7，)のイ?{[.を制|判V， I，l十j筑後教行

事務所の小UI和平1)氏に報作したところ、これを保イがして展示してはとうかとし寸拠案がなされた。こ

の従業を受けて筑後市教'(J'~U会では l り・炉を切り取り、保有 . W/Jミすることとなり、 ~I，~1制限・伝)L州

版史資料館学会二都民の横川~~i~に取り l二げの際の指噂を依~{t した。 撒111氏はこれを快J して Jr~ き、

1998年3)J6 11、これを実脆することとなった。

切り取り作業は発砲ウレタ ン(1崎品名:ソフ ラン HIJ;t液P、ソフラ ン R瓜液代。 J.I!~下ゴム株式会社製)

をmいた)Iilミで行われた。i見.t))Jでの作業は以ドの FJijfiで行われた。
( 1 )遣榊の削り出し

作業は 1 り-かのh'iJ四 (成育IS も合む)をある .f'iU.~~11 り込むことから始められた。 f/f!~がある制度進ん

だところで遺構の問問|にヒピ訓れが生じ始めたため、 卜.のう袋とυープによりこれを補強し、作業を

さらに進めた。

( 2 )泊榊聞の保議

削り込みがある程度まで終了した11争点で、 Ilhj仙紙とガーゼによりi出向而の似"援を行った。まず、前Ij

仙紙により石材の友1mと行材IHIの允鳴を行った後、これをガーゼで被うことにより辿榊rfriの保護とし

た。

( 3 )遺憎の回定

その後、段ボールにて町l聞を取り開み、党他ウレタンを段ボールとj針障のすき 1111に流し込み、遺構

の同iii を行った。 閥閃の間定が終 f した後に地榊卜~I師に先他ウレタンを流し込み、 II'JO.Jにこれに読を

してi削11;耐の|制定を完fした。

( 4 )遺構の切り取り作業

あらかじめ制作しておいた木作により 1 サ炉をさらに聞い込み、!tじたすき 1111 に II~ひI~~砲ウレタン

を流し込み l号炉を固定した。 15J-均1の 1:lfUにw:に発砲ウレタンを流し込み同定を終了した後、迫'榔

を反kさせて遺構の切り取りを完 fした。その後底部に生じた孔より余JIな，.をかき出す作業を行つ
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たA これは時日化と補強のためである。 その後二のすき IU] に叫び党他ウレタンを~ACL込み.i!t他をlifiIll

より補強しJJV劫での作業を終fした‘

fJltJijからの搬出は"を改めと199H11:.3J]1611に打われ、現場での作業を終fした。

( f)) jy f/liの耐強

1 9981Y.秋、 1 ~J-カ 1の胤ノI~t二向け・ての{'I'~か行われた IMljtlを取りIJtjんでいた本枠とill惜1(11を被って

L、た党他ウレタンなとを取り|徐いた後、 1 ~ J尚 lの~Iì強のためいハインダ- No. げの希釈i!~を可t~lí した0

Ml~，血後、 I，'，J IJHの余分なウレタ ンを I~IJ り込み、民〆J;)Ijの木作にはめ込み作業を終fした。

mイ1・lu-炉は筑後di人:1:水川にあゐ筑後rlJ郷|資料館にj民〆]号、公1mされている。

i) IJ、鮎

ぷliiJ川遺跡、からは捕、 1:城、多紋のピ Jト昨を検出したが、造物は特J!!I，であった SDO"よピニー

ルハウスのものと忠われる峠慌の配ダIJ1 J墳を切っており、現代のj立榊といえる)SI¥02については)5"

烈しうるす刊:t1l少なく、 S1)OIよりも，'1・いとしかI;"" 、ょうがない。

また、 i刷J品訓』品lげf世Ifl悦技の"州!川q引1側It削1制1でf町冊仰r，がiiJ認zされた制丈'1'リI.J則u山)リjのものと思われるイ行[制lみ却1が冊，必偲されたH‘LI点I
|μズσの〉収側にもIJ小lト、さな州f舟宅lば4を|川|ばベ11111，1究Q:i.iぷ:し』訓』引州1日，J1'1任tをf行tつfたこがf作何"吋jらのi辿l且i榊も併雌1111悶ぽ'!!'、されなかった，ぷl川町々

ill刷:の柑(ltの"，で、ぷliIJ川j立制改、純文遺物包ft;"Jr1の収|以であるとしたのはこの*.'，*を受けてのもので

ある。 ￡た，ιI~J川遺跡の|打点出11に i，'(tri.サゐぶJ1ii浜地跡でも純文中・即jのjfi+111 • ;世物か/1¥Iしていないの

はこのよとを央付けている，岐)'，"l'e *:1のため断汀できないが、純丸'11.JU]の引l'明文 I(，~は、ぶ 1'4"町・々追

跡のものとはれt"1: y~.なった特徴を 4，~っており、|山U'í.の IIIJ に Il，~'WJ的な l.~かあることをぶしているのかも

しれないが、大きくは純文r，'.JUH&'['.を/1¥ないものだと与・えている
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第4章 考察

筑後市内における純文早期遺跡

筑後市内における発冊調査'J ~例は近年，，~て続けに行われた岡場挫備~JJ.業に伴い急激に哨加し 、 150

例を超える前H!t数を数えるほどいなっている。このI-jJで純文早期の遺跡としては、早くに報告がなさ

れた上北山の盛山遺跡が長u られているにすぎなし、。 ニ ζでは市内で~~J1tが行われた純文早期の遺跡に

ついて紹介しで行きたい。しかしながら精し穴遺構のみを検出した遺跡については時期jの断定ができ

ないため、今回の報告の中から除外している。また、多くが整理II作業Iドのものであり、内容は概説椛

度に止めておく 。 111・内の純)(遺跡は八久'丘陵の雨、矢部川により形成されたJIl>!状j也ヒに集中する傾

向をポしている (Pig.68・69)。これは近隣のJ¥!J:."1にも3える特徴であり、早くから多くの研究者
によって指摘されてきたことである。-)j、仰向7m以ドの低i拠地地'HYでは、現時点では削査例が少

なく、問時期のj立跡を見ることができなし、。

1 )現111遺跡 0"0北向盛山遺跡)

筑後市大字上北山寸:盛山に所花する東山遺跡は、筑後市 ・雨筑後地域を代4えする純文早期の遺跡と

してイf名であり 、IIfH日41イド (1966)に制先概紺が山版されている。しかしながら、その後の時事情に

より本報告がなされないまま現布に主っている。

裏山j遺跡の発見はnMn29年 (1954)に迦り、円l崎光氏により行われている。正式な綱査時JUJは不明

だが、このときは枯穴、行車Ilみ炉(概械では敷石炉)、.Jf[l I~文上出、 打製rì~品、 rì鍬、:ri怖がw ， .. し

ている。

正式な発捌制作はIlf-Nn37年 (1962) に筑後郷 1 :史研究会の正式)JJ~として行われた。 途中八女 rI了屯

lド遺跡の前j査のため中断があるが|昭和38イI ~ (J 963) 8 H 1':捌査をT1t1m、制文判明の遺物の他に、怖生
|時代終末期の幣穴式住肘が削有されている。この時の調査成果は前述の概維にまとめられている。

裏111遺跡、はその後史跡公開と して盤仰され、 l控穴式住IllTの彼Jl:なども行われた。しかしながら、周

辺の宅地化に伴い、地域住民の要望により平成2年 (J990)通'防の公岡として整備され、その後保安

耐を考慮して街灯がittlrtされた。上北向湛山遺跡部2次削任とされるものはこの公開化の際に行われ

た遺跡の状況を硲班、するための緊急捌托であり 、『筑後dj見jに掲載されている遺物もニの時に保集
されたものである (Fig.70)。

裏山遺跡出-1:の担11型文ヒ器は法;泣跡群で採集された抑制文よりも精搬な紋織が施されているように

比受けられるが、2次開査で探鈍された資料はその数誌が少なく、結論づけるには問題が残る。今後

の地域史の解明のためにもl昭和30年代に行われた第l次制授の正式報告がなされることが期待される。

2)大地|召遺跡

筑後市大字久恵字大地回に所在する 。 ~IH警は IlA和45年(1970) 九州縦l't白動ι~:逝の値段に伴い、福

岡県教育委以会により実施された。ここは瓜岨:riの分布地として嗣査対象地に上げられていたもので

ある。副査の結呆楕円丈J二時2点 (Fig・71)が出七している。調査を行った福山邦宏氏の報告によれ

ば、これらは矢部川氾散時の悦入品とのことである。
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: t 

。 20cm 

Pig. 70 ~匝 111遺跡(J:~ヒ山県山遺跡節 2次調査)出ヒ遺物 (s=1/3・ f筑後dï史j より転~)

3 )新情)Lnl遺跡

筑後 di大字新nlJ\宇)L凹にmイ正する。 ぷj脊は ~JI~併 Itlíl場幣{Iiiì 'J ç~提筑後点作r\地以の実施に伴い‘Il.成 5 イド

( 1 993) い行われた。 この嗣査で純文 I .. ?~が4点はど報告されている (Pig.72) が、石持とともに全

て表上からの/1¥士である。 1:?1fに|制してはl点が中・水台式とされているが、外面に縦点施文がなされ

ており、時代はもう少しドるのではないかと与えられる。他の3点は志阿野々遺跡のものに似通って

おり、同時期のものではないかと考えている。共作行時はイ7航、 fllJ器、行般、 2次加..r行部がある。

4 )鶴旧陪添遺跡:

筑後市大半鶴間半I~~:添に所在する 。 M吋lilll場整備j 'J ~業東出I\J也慌に十I~い克施されるニととなっ た。 111，'11

査は 4 次にわたり行われたが、今~ll~ り L:げるのは第 2 次制売ばである 。 部 2 次Iß，\j特区は平成 6 年

(1994)にl岡査が行われている。
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。 5cm 

Fig.7J 人地閉遺跡出 1'.造物 (s=1 12 ・ 柑告出より !I以~)

M
H
ハハ川
M
H

。
.口ゅ

IOcm 

Fig.72 新hYULIII:遺跡mよlit物 (s=1/3・報告JiJより似蝋)

12.60m 

。

50cm 

2SX065 

⑧ 

12.70m 

後疹協多多
ドig.73 鶴岡伴添遺跡第2次糊賓区焼石川土土概 (s=1/]5・制告住よりct変 ー転松)
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に:ri組み炉と盟、われる焼石出上上臓が 2J正確認されている(]i'i~.73)が、報告I'tの巾ではその伎町が

l珂ポされていない。石組み炉と落し穴状遺構がここまで近Jをして存在する例はrll内ではここ以外には

見られなu、。石組み炉は両者とも)1形プランを意撤したものと考えている。ζれらのj立榊からはill物

は11-¥土しておらず、周辺からも純文時代早却]を.¥!.'.わせる卜器片、石器制j¥"'などは111上していない。

調査|えの中で日 を ~ I くのは多数の落し穴状遺構と弥生時代終点則の)j形竪穴式住II~'跡であるの

し

かしながら、調査担当者はこれを純文平WJのi世榔であると認撤している。
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15.9m 

。0
16.3m [_  

SK050 

16.3m 

。 1m

Fig.75 久山IjJlI'}遺跡削メXi車11み角1 (日空1/20)

5 )久山'11野遺跡 (Fig.74)

筑後 rlî大宇久Jよ〈工作 q lWザに所在する 。 県il:~ liJiI助幣備事業以部地区の~施に伴い平成7イド (1995)にi胡

脊が行われた。 I>>I\J~宅はA区、 HI.{の 2 ヵ 所にまたがり、双万から行制lみ炉を検11\ している。:f)l布制1f.

m ・~，;号がイミイピのため、八|よの静しい状況は不IJ] だが、 81正で検出された訂作11み炉は確認しうる純聞で

は方形を)J;本としたプランをイI している (F i~.75) 。 土器は未整珂!であるが、石組み炉の周辺から肝

械の激しい純文仁持が採集されている。 部l企~41'!、月行は制)(早WJから前JU] という 1陥広い時WJをこれにチ

えている。

6 ) 常用(~じ)長田辿跡

筑後市大字常川J字民間に所在する 。 i捌脊は2次にわたり、行制lみ炉は筋 2 次~~奇ばで検UI されている 。

第 2 次調査はL日常t円い手育成基盤整備IJ~m阿部第 2 地区の実施に111旬、平成 9 q.: (1997)にかけて行わ

れている。遺構配位凶ャ記録勾':llif.]、ら方形プランを基本としたものと判断される。州企相当者の話に

よると、この遺構の!時JUJを特定できるような遺物の出上は怖く、使用されている石材は志遺跡群のそ
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れよりも小さかったとのことである。

7 )前津中ノ玉遺跡

筑後市大字前i事:'l:qJノヨミに所在する。平成91ド(J997)に行われた第2次調査では、縄文土器3点を

出土した。この遺跡は市の中央部に位置する前Ht丘陵の標高約20m前後の問所に位置し、市の南部に

位置する遺跡群とは異なる立地状況を有している。このような周辺よりも高い丘陵上に生活の痕跡を

残している遺跡は近隣では八女郡広川町の広川平原遺跡 (標高31m)、八k市の立山遺跡 (標高60-

80m)、山門郡立花町の内木西原遺跡 (標高約40m前後)などを挙げることができょう。

縄文土器はいずれも押型文上器である (fig.76) 0 SI040から採集された 2点(l. 2)は横走施文が

施されており、志地区遺跡群のものよりも古い棟相を帯している。一庁、遺構聞を被っていた茶褐色

土中から出土したI点 (3)は志西野々遺跡出土のものに類似している。この調査では縄文時代の遺構

として落し穴状遺構がl基確認されているが、純文早期のものとは言えないとのことである。

8)志西田遺跡

筑後市大字志字西田に所在する。調査は平成10年 (1998)に行われた。忠商野々遺跡の北側に位置

し、今回報告した縄文遺物包含層の周辺部にあたる。ここでは縄文土器のほかに落し穴遺構が検出さ

れている。縄文土器は忠商野々遺跡のものと類似している。

9)鶴田東牛ヶ池遺跡

筑後市大字鶴田す・東午ヶ池に所在する。調査は平成10年 (1998)に2回実施された。筑後市の南西部、

志遺跡群の北東に位世し、標高約14mの徴高地上に位置している。

第]次調査区では遺物包含層から黒曜石刺片などと共に押型文土器が出上した。

第2次調査区からも押型文土器が出土している。

LO)鶴岡牛ヶ池遺跡

筑後市大字鶴田サソt:ケ池に所在する。調査は平成10年から11年(1998-1999)にかけて調査が行わ

れており、調査回数も5次に及んでいる。鶴田牛ヶ池遺跡は君、遺跡群の北東側に位置し鶴田東牛ヶ池

遺跡と隣接する、標高約14m前後の徴高地上に立地している。

第1次調査区では石組み炉と押型文土器、石器を検出している。

第3次調査区では押型文土器と石器を検出している。

第4次調査区においても純文時代の土横、純丈 t~号、石器などが見られた。

第5次調査ではm石遺構、押型文土器片、謀略7fi片、サヌカイ ト片が採集されている。

U宅奈 川ぷ-~-
t- I I ・喝-:...r~':
1 川弘fF

o IOcm 

Fig.76 前山中ノ玉遺跡第2次調査ば出上遺物 ($=1/3・報告書より転載)
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純文早期の遺跡群から出土する押型文!こ器1.1:、術11片ばかりでその形式などを特定するには盃らない

が、確認できた範開だけで述べるならば斜走施文のものが多く、早期後半に所柄するものと考えられ

る。また何地点かで碓認された石組み炉は、円形プランを持つものと方形プランを持つものの 2つに

大別されるが、整理作業途中の遺跡が多く、 仁保を比較検肘できなかった。ためにこのことが時期遣

を持つことを示すものなのかは結論がでない。このことに閲しては今後も検酎してゆきたい。
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図 版

常用野中遺跡全景(上から)
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P L. 2 

常用野中遺跡 SK02土1M断面 (北から)

常用野中遺跡 SK02完掘状況(西から)



P L.3 

常用野中潰跡 SK03土府断面 (北から)

常用野中遺跡 SK03完掘状況 (酉から)



P L. 4 

意下締官十遺跡 ml次胴査区 全景(上から)

意下期計遺跡 篇1;欠胴茸区 SD01・02・03(上から)



P L.5 

志下賜E十遺跡 第1次胴査区 S001土届断面 (西から)

志下婦計遺跡第1翻査区



P L. 6 

意下期計遺跡 第 1次胴査区 S002土層断面 (西から)

意下綿計遺跡 第 1次閥査区 S002完掘状況 (酉から)
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志下婦酎遺跡 鰐 1次闘査区 SD03掘断面 (酉から)

志下婦計遺跡第1次問責区 SD03兜描状況 (酉から)



P L. 8 

意下婦計遺跡 ~n 次鯛査区 5005・06兜捕状況 (北から)

志下姉E十潰跡 第1次間査区 5007.5K08兜掘状況 (北から)



P L.9 

志下綿密十遺跡 餌 1次胴査区

志下婦計遺跡 第1次間査区 S010完掘状況 (西から)
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志下婦計遺跡 第 1次調査区出土遺物



P L .11 

窓下期計遺跡第2次間査区全景(東から)

Frg， 21 

志下婦計遺跡第2次胴査区周辺探集遺物



P L. 12 

志西野々遺跡全景 (よから)

志西野々遺跡全景 (東から)

窓西野々遺跡西側翻萱区全景 (よから)



P L .13 

志西野々遺跡 SD01土層断面 (北から)

SD01完掘状況 (北から)



P L. 14 

志西野々遺跡東側聞査区全最(よから)

意西野々i畳跡縄文遺物包含層 (上から)



P L .15 

意西野々遺跡 50005土届断面 (北から)

志西野々遺跡 50007土層断面 (北から)
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窓西野々遺跡 SE006兜掘状況 (北から)

志西野々遺跡 SK009完掘状況 (北から)
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意酉野々遺跡 出土遺物(3 ) 
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志西野々遺跡 出土遺物 (4 ) 
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志西野々遺跡出土遺物 (5 ) 
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志西野々遺跡 出土遺物 (7)



P L. 24 

志前田遺跡 S001土層断面(爾から)

意前回遺跡 1号炉 (SK104)石材投入状況 (南から)



PL.25 

志前回遺跡 1号炉 (SK104) (南東から)

志前田遺跡 2号炉 (SK205)(爾から)
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PL.27 

怠前田遺跡 1号炉取り上げ作業状況 1

志前回遺跡 1号炉取り上げ作業状況叩



P L .27 

窓前田遺跡 1号炉取り上げ作幾状況 1

志前田遺跡 1号炉取り上げ作業状況(2)
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志前回遺跡 1号炉取り上げ作総状況(3)

志前田遺跡 1号炉取りよげ作業状況旬)



P L .29 

志前田遺跡 1号炉取りよげ作量産状況(5)

志前田遺跡 1号炉取り上げ作紫状況(6)
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